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大阪南部で最も集水面積が広いと言われる根尾川流域は、古くから開発が進められたことでよ

く知られています。そのため牛滝川、松尾川の水量と併せて大阪湾に注ぐ大津川流域も含め、東

南部の丘陵地帯から北西部の海浜部に及ぶ流域一帯には、古代に耕地を整理するために全国的規

模で実施された、6丁四方を1里とする土地の区画、いわゆる条里の痕跡が今もなおよく留めら

れています。それは、碁盤目の形に仕切られた線に沿って走る道路や、地籍に残る「坪」の呼び

方の中にその名残りをうかがうことができます。

今回、府営磯之上住宅の建て替えに伴って調査を実施した機之上十ノ坪遺跡は、ちょうどその

1丁の中の10番 目の区画に当たります。調査の結果からみても鎌倉時代頃の建物・井戸・溝など

生活の跡がその地割りに沿って検出されました。海浜近くにこのように住まいの場を営んで、海

で魚を漁っていた暮らしぶりを、発見された蛸壷や網漁の錘などから思い浮かべることもできま

す。

本書には、大阪湾岸の大津ナIIと 春木川の間に立地した中世の村落の一画と、そこから発見され

た生活用具の特徴について報告し、現在の居住地の原形がどのようにして形づくられてきたのか、

それを考える材料が提供されています。

今回の調査は、地元の方々のご理解とご協力を得て行うことができました。また、関係機関の

方々にも多大な協力をいただきました。今後とも、本府文化財保護行政に対し、一層のご理解と

ご協力をお願い申し上げます。

平成14年 3月

大阪府教育委員会

文化財保護課長 珂ヽ 林   来

きし
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1。 本書は、大阪府教育委員会が大阪府建築都市部の依頼により府営磯之上住宅建て替えに伴い

実施した機之上十ノ坪遺跡の発掘調査報告書である。

2.調査地は、大阪府岸和田市機上町1丁 目地内である。

3,現地調査は、文化財保護課調査第ニグループ技師枡本哲を担当者として、平成 12年 10月 1

日着手し、平成 13年 3月 30に 日終了した。遺物整理は調査管理グループ技師山田隆―・小浜

成を担当者として、平成13年 4月 1日 から平成14年 3月 29日 まで実施した。

4.航空写真測量は (株)ウ エスコに委託して実施した。撮影フィルムは同社で保管している。

5。 本書に掲載した遺物写真の撮影は、有限会社阿南写真工房に委託した。

6.本書で使用した方位は座標北を示し、標高はすべてTP(東京湾標準潮位)表示値である。

7。 本書の執筆・編集は枡本が担当した。なお、第2章については調査補助員島内洋二が執筆し

た。

8.発掘調査 。遺物整理および本書作成に要した経費は、全額大阪府建築都市部が負担した。
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第 1章 調査 の経緯 と経 過 (第 1図 )

府営磯之上住宅建て替え事業に伴う今回の発掘調査は、平成■年度の試掘調査によって得ら

れた知見を吟味して、実施されたものである。府営住宅敷地内に設けた4イ固所のグリッド調査で

は中世主体の遺物包含層が確認され、ほぼ敷地全域に堆積すること、また堆積状況も敷地内では

必ずしも一様でないこと、等々があきらかとなった。この結果に照らして本課は、住棟部分およ

び付属施設部分の全面発掘調査が必要との判断を下し、本府都市建築部住宅建設課との協議を経

て、今回の調査に至った。調査総面積は3038m2である。

現地調査は、地元自治会との協議を経て、平成 12年 10月 2日 より、まず調査区北半部より機

械掘削を開始し、次いで人力掘削に入り、南から北にかけて層厚を増す中世遺物包含層を除去し

て、遺構検出に及び、比較的順調に作業を進め、12月 8日 に北半部と南半部の一部の航空測量を

実施した。またそれに先だって、12月 2日 には、前もって地元自治会より要望のあった大芝小学

校 5・ 6年生全員に対する現場公開と説明を行い、午後からは地元機上町民に対しても一般公開

を実施した。公開内容は、この頃に判明してきた南半部を中心に検出された鎌倉時代の建物跡や

井戸跡である。以上の地区を埋め戻した後、残る南半部の一部の調査を続行し、検出した遺構の

航空測量は3月 9日 に実施した。航空測量後、遺構の個別補足作業を行った後、埋め戻しを行い、

3月 末に平成12年度の現地調査を完了した。

第 2章 遺跡周辺の考古学的環境 (第 2図 )

調査区周辺の岸和田市域の遺跡は、旧石器時代から近世に及び、集落に適していた平野部だけ

でなく、葛城山の山頂部や谷あいに至るまで散見される。後期旧石器は琴山遺跡や葛城山項遺跡

などで知られ、葛城山頂遺跡ではそれ以後縄文時代中期から後期の上器も採集されている。

弥生時代では春木八膊山遺跡が今回の調査地の西南に位置する。弥生前期を主とした遺跡であ

り、半農半漁の集落であり、前期の中でも古い特徴を持つ弥生土器が出土する唯―の遺跡のため、

岸和田の弥生文化の発祥地とされている。ここでは縄文時代や古墳時代の上器も出土している。

また隣接して古墳も3基確認されている。これらとは別に6世紀初頭を下らない須恵器の蓋杯、

壼、土師器の高杯が出土し、理葬後の供献品か、一種の祭祀遺構の可能性も考えられている。砂

丘中より祭祀遺構と思われるものが2ヶ所より検出され、一方は古墳時代、他方は平安時代とさ

れている。

岸和田及び周辺の弥生遺跡では中期後半から栄えた平野部の多くのムラが後期前半までに廃絶

している例が多い。代わってその頃から高地性集落が出現する。もちろん、後期後半から末期に

かけて平野にも集落が出現するが、以前より規模は小さくなるようである。

4世紀前半、摩湯町では古墳時代前期の前方後円墳として摩湯山古墳、貝吹山など久米田古墳

群が形成される。貝吹山古墳は全長 135m、 後円部は85mの前方後円墳である。低い台地に立地

し、墳丘の大半が盛土によって造営され、周溝を有している。自然地形を利用した摩湯山古墳に

比べると古墳時代中期の古市・百舌鳥の大古墳に近い形をとる。そのほか古墳時代前期末から中

期頃のものと思われる光明塚、女郎塚の円墳がある。礼拝塚古墳 (ぬかづか)は一部しか残され
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ていないが、破壊作業中に金環と須恵器が出上している。内部主体は不明であるが、出土遺物よ

り後期古墳と思われる。古くから街道沿いの聖所として、行き交う人々の礼拝の対象になってい

たらしく、古墳名の由来となった。

牛神古墳は丘陵の頂部を利用する円墳で径約 30mと される。埴輪、その他の外部装飾は認めら

れない。主体部は小石室と推し量られている。牛神の名の出来は付近の字名が牛神であるためで

ある。牛神信仰は塚の高まりなどを利用をすることが多々見られるので、古墳とは断定しえない

遺跡のようである。権現山古墳は直径約30mの円墳が存在したが破壊されてしまい、今となって

は詳細不明である。形象埴輪が出上している程度である。

古墳時代になると前代のようにムラ全体を取り囲む環濠集落も高地性集落も見られなくなる。

海岸部には機之上遺跡や春木天ノ川遺跡、平野部には箕土路、下池田、西大路、今木、軽部、池

西、小田、土生、畑遺跡などが分布する。また山間の山直谷には山ノ内、山直北遺跡などが出現

する。但し、牛滝ナキIの上流では山直中より小量の遺物が出土するのみで、前期から中期はほとん

どが空自で、谷部の開発が遅れていたようである。山直地域は6世紀後半まで竪友式住居が主流

で、6世紀末から7世紀初め頃に平地式住居の出現をみる。磯之上遺跡は古墳時代より中世まで

の遺物が検出される複合遺跡として知られ、その地名からも分かるように海岸線に接しているこ

とはこの遺跡の性格に反映している。この標高5mほ どの微高地では、これまで弥生式土器から

中世の土器類が出上しているが、主体は古墳時代前期の遺跡である。春木天ノ川遺跡は弥生時代

から古墳時代にかけての遺跡であるが、縄文後期から晩期頃の土器も出上している。最盛期は5

～6世紀であった。箕土路、中井、春木を通る天ノ川流域は海進・海退の繰り返しにより低湿地

になった可能性のある地域で、古い遺物ほど磨滅が多く何度か氾濫があったことを示している。

吉井一ノ坪遺跡は吉井町の西端、条里の一ノ坪に当たる位置に存在した遺跡である。蛸壺が多数

出上し、漁村集落であったと考えられている。遺物は古墳後期と平安以後とに分かれる。「家」

の墨書がある平安中期の須恵器が出土している。岸和田市域にはこのような複合遺跡が多く、古

くから集落として適した土地であったようである。それに加えて早くから海岸部・平野部ともに

沿岸漁業が盛んであったらしく、蛸壷、土錘、製塩土器の出上がそれを物語っている。

古墳の造営を終え、寺院建立が活発になっていくのは、国家的に仏教に帰依してゆく時代に、

地方首長達は寺院を建立することによって国家からの身分・特権を獲得し、またこれによって民

衆の支配力を高めるためであった。春木廃寺跡は奈良時代前期に創建され、鎌倉時代まで存続し

ていたようである。隣接して河岸段丘を利用した瓦窯もあった。吉井上品寺跡や今木廃寺なども

同様である。小松里廃寺からは飛鳥時代の瓦、奈良時代の大型の鴎尾の破片が出上している。

しかし、飛鳥・白鳳期に造られた古代寺院の多くは9世紀には規模が縮小し、荒廃するものも出

てきた。

-3-
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平安時代初頭 (9世紀末)に は郡衛、寺院が建設 されていた可能性が指摘されている。また地

割は 12世紀の終わり頃から見られ、方位は現在と変わらないものを用いていたと思われる。時

期的にはやや遡るが、磯之上十ノ坪遺跡に近い遺跡としては古代～中世の吉井遺跡が挙げられる。

ここでは約 160基の上坑のうち、ほとんどが墓と推定されている。建物跡は条里の方向に一致す

るものが多いことから、耕地の区画が完成 して後の集落であることが窺える。1998年の報告によ

ると条里地割が認められていない。これは旧河川の氾濫域に位置 しているため、地割施行時に耕

作地として適当ではなかったようである。耕作地を造成するにあたってその整地作業の一環とし

て瓦を埋めているが、そのための瓦の供給先は吉井上品寺に求められている。

他に中世には久米田寺復興の動きも見られた。久米田寺は久米田池の傍に僧行基により造られ

た奈良時代の寺であり、本格的な発掘調査は行われていないが5～ 8世紀の遺物が池底から出て

いる。行基はこれの拡張作業に携わったと思われる。その久米田寺に北条家得宗の有力被官であ

る安藤蓮聖が別当職についたことにより、和泉国の一大寺院へと変わっていく。

その後、鎌倉幕府の崩壊により岸和田も戦乱の時代を迎える。その頃に岸和田城も築城された

ようである。ちなみに岸和田の由来に、補正成により代官として派遣された和田高家が岸の地に

城を築いたところから岸和田と呼ばれるようになったとする説がある。岸和田城を築造したのも

和田高家とされるが資料の残存状態からすると伝承とした方が無難のようである。岸和田城主は

細川氏や二好氏、松平氏など城主を変えてゆき、寛永 17年 (1640)に 岡部宣勝となり、明治維

新まで岡部氏が城主として君臨する。

交通路についてみると、古代では陸路より、たくさんの荷物を運べる船を利用した海上交通が

主流であった。8世紀には都と紀伊、淡路、四国を通る南海道が整備 される。平安から中世にか

けて熊野詣が盛んになると、道も整備 されてゆき熊野街道と呼ばれる主要陸路が形成 される。熊

野街道は現在の大阪和泉泉南線とほぼ重なり、中世には多くの人々に使用されていた。後に小栗

街道といわれるのは中世後期頃の「説教節」などが流行した際、その中の「小栗判官」の語りが

広まり、熊野街道の名称を小栗とするほど有名になったためである。そして、今回の調査区の北

側を通る紀州街道の前身の浜街道もこの頃利用され始めたらしい。この街道は近世に整備され現

在の堺阪和線 (旧国道26号線)と ほぼ重なっている。

以上見たように、岸和田市域では古代から中世の遺物が出土する複合遺跡が多く存在し、それ

らの遺跡から蛸壺や土錘などが出土している。海からの恵みが人々の大切な食糧資源の 1つであ

ったのであろう。そして、中世の熊野参詣に伴って発達した熊野街道、江戸時代に整備された紀

州街道は、現在も往時の「道」の姿をとどめている。
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第 3章 調査 の方 法 (第 3図 )

調査方法は、発掘区全体の長辺に平行する任意の軸線を予め設定し、これを基準に10m方格で

区分し、原則としてその方格のそれぞれに番号を振って、遺物取り上げの便に供した。発掘を進

めた順に方格の番号を付し、狭小な面積の方格は隣接する番号で取り上げ、実際的な利用を優先

した。遺構番号は、遺構の種別に関係なく、検出順に1か ら振り、たとえば同じ清の連続であっ

ても撹乱等により途中で断ち切られて断絶している状態であれば、それぞれに別個に番号をつけ、

一連の清として呼ぶ場合は、それぞれの番号

を並記 してひとつの溝であることを示 した。

調査は住宅の建設時の盛 り土や住宅撤去時

の瓦礫、それらの下に残る耕作上を機械で掘

削 した後、以下の包含層を人力にて掘 り下げ、

遺構・遺物の検出に努めた。この包含層出土

の遺物の取 り上げは原則として 10mメ ッシュ

毎に取り上げたが、狭小なメッシュになる場

合はその隣接メッシュに吸収させて取り上げ

た場合がある。検出された遺構の実測は国土

座標の区画大 D-4-13を 基本にした10m区画を

用いた。

ζ砦砦砦砦ζζ
Y=-55700
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Y=‐ 55680

Y=‐ 55670

Y=55660

Y=55650

Y=55640

Y=-55630
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Y=55590

|||||||
第 3図 調査区地区割図

(I区 …1～ 15、 Ⅱ区…16～ 31)
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第 4章 調 査 の結 果

1.基本層序 (第 4、 5図 )

調査区全体は南束から北西へ低 くなる地形で、現地表面の地盤高では南東の住宅入り口付近で

TP+3,3m、 北西の敷地隅でTP+2.8mを測る。住宅建設以前の耕作土上面レベルでは、それぞ

れTP+3.Om、 TP+2.6m、 遺構検出面レベルではTP+2.4m、 TP+1.8mの 数値を得る。つまり、

中世遺構が検出される地盤と近玩代の地盤の傾斜の度合いにはそれほど大きい差はなく、旧来の

地形に従った土地利用が続けられてきたと考えられる。違いは中世包含層の堆積とその上にさら

に盛 り上げられた耕作土そして現住宅敷地の嵩上げ分に現れた約 lmの厚みである。

中世包含層の層厚も上記の地盤の高 さに応 じて、北西に厚 く、南東に薄い。基本的に中世の耕

作土の床土とみられる細い黄色帯とその上に重なる灰褐色系の粘質上のセットによって数層に分

層されるが、大きな時期差はほとんど認められない。建物遺構や井戸跡その他の遺構が検出され

た南半部では、府営住宅建設時の撹乱が激 しく、遺物の多くがこの撹乱上に紛れて出土 している。

そのため中世包含層はかなり乱されているが、それでも12～ 14世紀の瓦器・陶磁器 。土錘・蛸

壺等々以外に、弥生時代の石鏃や不定形刃器、6～ 8世紀の須恵器、蛸壷、土錘といったそれ以

前の遺物も日立っている。このようなありかたには海浜に面 して営まれた、この調査地点の土地

利用のありかたが間接的に投影 されているようである。なお、遺物の観察は土器、土錘、蛸壺に

ついては一覧表にまとめ巻末に示 した。その他の遺物については本文中に触れている。

2.検出された遺構と遺物 (付図)

建物、井戸、柱列、溝、土坑などを検出した。検出面は中世遺物包含層を除去した面となるが、

このような生活遺構は 16～ 21・ 24区 (Ⅱ 区)に集中し、これより海側の1～ 15区 (I区 )に は

みられない。この遺構の分布密度の違いは、検出面となる地山層の違い、すなわち前者の礫層と

後者の砂層の違いによる。したがって居住区とそうでない空間との住み分けには、この地山の上

質の変化点を境にして土地利用のしかたに非常にはっきりとしたコントラス トが認められる。以

下、各遺構の特徴や規模について述べる。出土遺物のうち、土器・蛸壷・土錘については表にま

とめ、その他は文中に触れている。

建物 検出されたピットで建物を構成すると考えられるものとして以下の建物をあげておきた

い。しかし全体が検出されたものは少ない。軸の振れは必ずしも一致せず、若子の差がある。た

だどの建物 も調査区南西部の約 500m2以内におさまり、それは同時に居住区でもあって、今回の

調査区全体の面積の 16%に すぎない。

建物 1(第 6図 )17。 19区で検出された南北 2間 2.35m、 東西 5間 7.9m以上を測る建物である。

面積は 18.5m2以上になる。建物の東西方向は N-41° 中Eで ある。柱穴間は東西で1.80～ 2.20m、

南北で 1,00～ 1,34mを 測る。検出面で撹乱を受けていない柱穴の堀 り方は径 0.25～ 0.30mの ほぼ

円形であり、深 さは 0。 15～ 0.20mに集中するが、ピット1341ま深 く0.52mま で掘 り込んでいる。

埋土は灰黄色 (2.5Y6/2)粘質土がほとんどであるが、ピッ トlo6で はその下にさらに灰色

(5Y6/1)粘質上が認められる。またピット134は調査区の壁面にかかるが、このピットには柱根

が残っており、柱の掘立て状態が断面によってよく観察された (第 7、 14図 6、 図版 3)。
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第6図 建物竜 平面 。断面図

柱根底面および下部側面には四方からの斧による切断の痕跡を留める。底面径は15～ 16cmを測

る。ピット97よ り上師器片、106よ り上師器片、109よ り土師器片が出土 しているが、器種は不

明であり、図化は不可能であった。

建物 2(第 8図)やはり部分的に、東西 3間分 5。7m、 南北 1間分 2.Omを 検出した。東西方向は

N-41° ―Eを測る。柱穴間は 1.6～ 2.2mで ある。検出面で撹乱を受けていないピット77では柱京

径は 0。 30～ 0。 35m、 深さは0.28mを測る。柱穴底面はピット126がやや深 く、他はほぼ一定で日

立った差はない。柱穴埋土は灰黄色 (2.5Y6/2)粘質土がすべてのピットにみられるが、ピット

126ではその下に地山と思われるオリーブ褐色 (2.5Y4/4)粘 質上がブロック状に混じり、さらに

底面には灰黄色 (2.5Y7/2)砂 質上が堆積 していた。ピット74や 78で も灰黄色粘質上の下に灰色

(5Y6/1)砂質上が堆積 している。また灰黄色粘質土に炭の混 じるのが認められるピットには 74、

78、 126がある。ピット74か ら土師器片、瓦器椀口縁部片、土師質蛸壷片、ピット77(第 14図 3)

から土師器皿口縁部片、同皿完形品、ピット126(第 14図 5)か ら土師質蛸壷片、土師器片が出

土 したが、図上復原できたのはピット74の瓦器椀 (第 15図 13)と 土師器皿 (同図 14)、 ピット

126の蛸壷 (同図23)だ けであった。蛸壼は真蛸用で胴部の輪積み成形の剥離 した部分である。

また ピット140で は埋め戻 しの際の石 (10～ 15cm大)が投棄 された状態 (第 14図 8)で出土

した。

建物 3(第 9図)東西部分の3間分 6.05mが 調査区内で捉えられた。この柱列の方向は N‐45° ‐

Eである。柱京間は 1,75～ 2.2mを測る。柱穴堀方は径 0。30～ 0.33のほぼ円形であるが、ピット

100はやや歪で長径が0.41mに なる。柱穴の深さは0,10～ 0,30mと ややばらつきがある。ここで
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も比較的浅い撹乱のため検出面レベルは一定していない。柱穴埋土は灰黄色 (2.5Y6/2)粘質土

がすべてのピットに認められ、これにピット103では炭が混じる。またピット80(第 14図 4)で

はさらに下位に灰オリーブ色 (5Y4/2)粘質上があり、この上にも炭が混じっていた。ピット80

より土師器片、100よ り土師器皿片、103よ り上師器片、瓦器口縁部片、他破片が出土した。う

ち図化できたものとしては、ピット10oの土師器皿 (第 15図 21)、 ピット103の土師器片、瓦器

皿 (同図22)が ある。瓦器皿は内外面を密にヘラミガキを重ねている。

建物4(第 10図)東西2間 4.32m、 南北2間 4,Omで、面積 17.28m2の 方形の総柱式建物の、北

側にさらにやや歪な1間四方約2.4m2の施設が付く。ピット177、 203、 2081ま溝 176の底面で検出

された。主屋の東西方向はN-41° ―Eを測る。柱間は東西の通りで 1.65～ 2.28m、 南北の通りで

1.70～ 2.30mに おさまり、平均値は東西2.03m、 南北 2。■mと なる。柱床径は大きいもので o。40m、

小さいもので0,20m、 深さは 0。 18m～ 0,22mを測る。柱水埋土にはいずれも暗灰黄色 (2.5Y5/2)

砂質上に明黄褐色 (2.5Y6/8)粘 質上が混じる。ピット171か ら瓦器椀、土師器片、ピット172か

ら瓦器椀、土師器皿高台片、須恵器甕片、ピット173か ら瓦器椀高台片が出上した。そのうち図

化できたのはピット171の瓦器椀 3点 (第 15図 24～ 26)と ピット172の瓦器椀 4点 (同図27～

30)、 土師器高台付き皿 (同図31)である。

建物5(第 ■図)東西1問 1.96～ 2.00m、 南北1間 1.8～ 1.9m、 面積3.6m2程度のの建物である。

東西方向はN‐37° ―Eを測る。柱京径は検出面の削平がみられなかったピット165では0。38m、 深

さは 0。22mを測る。柱穴埋土は暗灰黄色 (2.5Y5/3)砂質上で、ピット169で はこれに明黄褐色

(2.5Y6/8)砂 質上が混じる。どのピットからも出土遺物はなかった。

建物 6(第 12図)やはり削平されて検出面は一定でない。東西2間 3.38m、 南北1間 1.70m分

を部分的に検出した。東西方向はN-50.5° ―E。 柱穴径は検出面で削平を被っていないピット160、

167、 168で は 0。20～ 0.30m、 深さは0.20～ 0.24mを 測る。柱友埋土は黄灰色 (2.5Y5/1)～黄褐

色 (2.5Y5/3)砂 質土である。どのピットからも出土遺物はなかった。

柱列 (第 13図)上記の建物群の集中する区域の北西を仕切るような形で検出された柱穴列で

ある。居住用または倉庫用とみられる上記の建物の柱列とは区別して、ここに別個に取り上げた。

削平のために検出面が一定せず、消失したピットもあったと思われる。計3列を挙げておきたい。

柱列1 ピット4、 8、 12、 17を結ぶラインで捉えられる延長 6。85m分の列。軸方向はN-40° ぃE。

柱と柱の間隔はピット4か らピット17に 向かって、2.2m、 1,95m、 2,7mを測る。柱穴径は0,24～

0.30m、 深さにはばらつきがあり、浅いピット (17)で 0。 17m、 深いピット (4)で 0.45mを測る。

柱穴埋土は灰黄色 (2.5Y6/2)粘質土や黄灰色 (2.5Y5/1)粘質上で、ピット4ではその下に灰色

(5Y6/1)粘質上がみられた。ピット4よ り上師器、ピット8よ り土師器片、ピット12よ り上師器

椀底部片、日縁部片、瓦器椀の出土をみた。そのうちピット12出土の瓦器椀2点 (第 15図 1、 2)

を図化できた。

柱列2 ピット51、 52、 65を結ぶラインで捉えられる延長 5.8m分 の列。軸方向はN‐48° ‐E。

ピット51と 65と の間は大きく撹乱されている。この部分にもうひとつピットがあったとすると、
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柱間は1.8～ 0。 2mに なろう。柱穴径は 0。28～ 0。 34m、 深 さは

0.29～ 0。31mを測るが、ピット52は きわめて浅く0.06mで あっ

た。ピット51か らは土師器片、瓦器片、ピット65か ら土師器

性十一十一―当
m  片が出土 した。そのうちピット65の上師器皿 (第 15図 9)を 図

化できた。

第7図  ビット134出土柱根図  柱列 3 ピット94、 124、 46、 47、 14、 16を結ぶラインで捉

えられる延長 31,9m分の列。軸方向はN-47.5° ―E。 ピット124の位置はやはり撹乱 され、底面の

みかろうじて残った状態であった。柱間は 1.9～ 2,4mの幅がある。形状はやや歪な円形を呈 し、

柱穴径は0,30～ 0。53mの幅がある。撹乱を受けていない検出面のピットで見た深 さは0,20～

0,33mを 測る。柱水埋土は灰黄色 (2.5Y6/2)粘 質土を主体とし、一部のピット (14)ではその下

に灰色 (5Y6/1)粘質土の堆積が認められた。ピット14以外すべてのピットから遺物が出土 し。

ピット16で は土師器片、瓦器片、ピット46では土師器皿片のほか土師器片、土師質蛸壷口縁部

片、ピット47では土師器片、ピット94では土師器片、須恵器甕片その他の須恵器片、土師質蛸

壷口縁部片その他の破片、ピット124では須恵器甕胴部片が出上 した。図化できたのはピット46

の土師器皿 (第 15図 6)、 ピット94の土師器高台付き皿 (第 15図 19)と 上師器壷頸部片 (第 15

図20)で ある。

0            2m

第 8図 建物2 平画・断面図
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第 12図 建物 6 平面・断面図

その他のピット 上記の建物や柱列のように一定の平面形をなすもの以外に、多くのピットが

検出されている。しかしそれらがどのように組み合 うか検証は難しいが、建物として捉えられる

遺構の周辺に集中するのもまた事実である。したがって単独にしろ組み合 うにしろ、住生活区域

での必要があって掘 り込まれたに違いなく、それらの中に土器や石などが投棄 された状態が観察

されるのも、土地の利用と廃絶の現象の証跡である。ここでは特徴的な出土状態の観察されたそ

の他のピットについて説明をくわえておきたい。

ビット71(第 14図 1)径 0。26～ 0.27mの 円形ピットで、灰黄色 (2.5Y6/2)粘 質土を埋土とす

W
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第 13図 柱列 平面 。断面図

る。埋め戻 しの際に南西方向から投棄された状態の土師器皿 (第 15図 10)が出土 した。

ビット73(第 14図 2)径 0.28mの 円形ピットで、埋土は灰黄色 (2,5Y6/2)粘 質土と灰オリー

ブ色 (5Y4/2)粘質上の2層に分層でき、いずれにも炭が混じっていた。両層の境日で須恵器甕

片と瓦器椀口縁部片 (第 15図 11)が出上した。

ビット180(第 14図 10)建物4の東側の旧住宅の撹乱坑の底面で検出された径 0.30m、 深さ

0,15mの ピットである。西側から6～ 10cln大の石が一括投棄された状態で出土した。石のほかに

出土遺物はない。周辺は撹乱が激しく、このピットが本来何らかの建物を構成したものであった

かどうかは確認しようがない。

井戸 中世の井戸 2基 と近現代の井戸 1基が検出された。ここでは中世井戸を中心に規模、出

土遺物を説明する。この時期の井戸は建物のある位置に近接して掘り込まれ、どの建物と組み合

うかは容易に決めがたいが、屋敷の重要な構成要素であることにかわりはない。

井戸1 現耕土直下、床土上面で検出された。1辺約1.Omの本枠井戸で、堀方は2.5mで、1辺

柱列3
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第 14図  ビット 平面 。断面図

灰黄色 (25Y6/2)砂 質土

l灰色 (7.5Y4/1)砂質土
2仄色 (10Y5/1)砂 質土
3灰色 (10Y4/1)砂 質土

Ht 134(建物 1)
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瓦器皿

1.にぶい黄色 (2.5Y6/3)砂 質土

(炭、礫混入)

2.明黄褐色 (loYR 7/6)粘 土
3.褐灰 (10YR 4/1)粘 土 (木葉、枝混入)

4褐灰 (10YR 6/1)粘 土 (木葉、枝混入)

5,灰白色 (2.5Y8/1)腐 葉砂
6.黄灰色 (25Y5/1)粘土

第 16図 井戸 2 平面・断面図

―-19-一



く三員ミ:三三三:]::::::'ラ
″

43

44

47

0                 10               20cm

第 17図 井戸 2 出土遺物図

10～ 15cmの角材を四隅にして設置し、ほぞ孔をつけてこれに横木を挿入し、この横木に幅 15～

20cm、 厚さ約 1(� のスギ板を井戸の1辺当たり5～ 6枚を縦に据えるものである。検出面からの

深さ2.8mま で掘削されている。底面には泥土が溜まり、出水が激しい。陶磁器片や瓦片が埋め

戻しの土から出上したが、すべて近現代のものである。

井戸2(第 16図)柱列 1の南西に掘り込まれ、建物群の北西部にあたる。やや歪な円形の掘り

込みで、径 2.50～ 2,70m、 深さは検出面から0.53mま で播り鉢状に掘り下げている。埋土はわず

かに粗砂が流れ込んだ後、粘上が順次レンズ状に堆積し、最終的に炭や礫が混入する砂質土を以

て完全に埋没した状況がうかがわれ、それらの堆積土は6層に分層できた。そのうち第3か ら4

層にかけて、土師器、須恵器、瓦器、陶磁器などの比較的まとまった遺物が、樹枝の破片 。木の

葉などとともに出土した。

出土遺物 (第 17図)瓦器椀 (32～ 39)、 土師器椀 (40～ 41)、 土師器皿 (42～ 44)、 真蛸壷

(45)、 須恵質甕底部 (46)、 須恵器甕口縁部 (47)な どが出土している。

井戸 123(第 18図)建物ピット群の集中個所の北東部で検出された。府営住宅建設時の撹乱

が激しく、同一検出面レベルで掘り込みの肩のラインを追うことはできない。溝 233と 重複関係

にあり、井戸の埋没が先行する。地山の第 23、 24層の2層にわたって掘りさげている。埋土は

22層 に区分した。井戸底面には粗砂の堆積がみられ、その上には粘土もしくは粘土塊を含む数層

が堆積し、それより上に砂、砂質土、粘土塊混じりの砂質上が被る。遺物は底面の粗砂より上位

の各層全体にわたって出土している。土質や堆積状態からの変化によって、第1～ 10層など砂質

―-20-―
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)                50cm

①にぶい褐 (7 5YR5/3)砂 質土
(礫まじり)

②明黄褐 (10YR6/6)砂 質上
(礫まじり)

③黄灰 (25Y6/1)
砂 (礫まじり)

④にぶい黄橙 (lCIYR6/3)細砂
(粘土/Jヽ塊まじり)

⑤褐灰 (lllYR5/1)粘土
⑥灰黄 (25Y5/1)砂 質土
②褐灰 (lllYR5/1)粘土
③褐灰 (lllYR5/1)粘土
⑥黄褐 (25Y5/3)細 砂
⑩オリーブ黄 (75Y6/3)砂質土

(赤褐斑部分的にあり)

⑪灰 (10Y6/1)粘土

⑫灰白 (7.5Y7/1)細砂
⑬灰 (10Y5/1)細砂
⑭灰オリーブ (5Y5/2)粗砂

⑮灰 (10Y6/1)粘土
@灰 (5W℃ /1)砂 まじり粘土
⑬浅黄 (7.5Y7/3)糧 砂
⑩灰 (10Y6/1)粘土ブロック

⑩灰 (10Y5/1)

砂 (粘上片まじり)

④明オリーブ灰 (5GY7/1)粗砂

④にぶい黄 (2.5Y6/4)砂 質土
(地山上)

②明緑灰 (10G7/1)

細砂 (地山下)

⑮灰白 (10Y7/1)砂 まじり粘土  ②明緑灰 (10CrY7/1)粗 砂

第18図 井戸123 平面 。断面図

土主体の堆積層とそれ以下の第■～17層 を下層とし、遺物を取り上げた。前記の井戸2の堆積

状況と違い、緩慢な堆積過程はうかがわれず、井戸として使用されなくなって直ちに埋め戻され

たような印象を受ける。出土遺物は上層・下層とも瓦器椀の破片が多く、下層ではこれに瓦片、

土錘、土師器皿、また石器や土師器壷の破片も混入している。

出土遺物 (第 19図)瓦器椀 (48～ 59、 65～ 70)、 自磁椀 (60)、 石器 (61)、 土師質土錘 (62

～63)、 瓦 (64)、 土師器皿 (71～ 72)、 土師器壼 (73)が出上している。石器はサヌカイト製、

3,3× 1.9cm、 厚さ0。4cmの片面調整の弥生時代の刃器と思われる。

上坑 人為的に掘り込まれたり、自然地形の凹凸の結果生じたと思われる落ち込み状となった

ものも含め、出土遺物をみたものを中心にここでは土坑としてとり挙げておきたい。

上坑 3(第 20図 1)井戸 2の北西 1.5m隔てたところで検出された。1.15m× 0,78m、 深さ

0.18mの浅い不定形土坑で、理土は黄灰色 (2.5Y5/1)砂質土、これに黄色 (2.5Y7/8)砂質土ブ
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第 19図 井戸 123 出上遺物図

ロックを含む。一度に埋め戻 した堆積状況がうかがえる。この上坑には中央に厚 さ6～ 7cmの板

石が立てられていた。両側から打ち欠いて板石としたもので、端面にも両方向からの打ち欠きが

認められる。平面形では縁が円弧状となる部分があるが、それ以外はすべて割れ口であるので、

割れた板石を用いてこの上坑に立てた可能性がある。この土坑の位置は十ノ坪の 1町四方を10等

分 した場合の分割個所に当たっていること、建物群や井戸のある屋敷地のコーナーに相当するこ

とが注意される。

土坑 66(第 20図 2)建物 1の ピット67北西に接 して掘 り込まれた土坑であるが、撹乱によっ

て南辺の一部がかろうじて残ったものである。深 さ0.32mま で残 り、埋土は灰黄色 (2.5Y6/2)

粘質土、その下に灰色 (5Y6/1)砂質上であった。土師質の真蛸壷の破片が南側から投棄された

状態で出上 した (第 21図 )。 これに紛れて土師器の細片も出土 している。このうち土師質蛸壺の

各部片を図上復原できた (第 22図 74～ 78)。
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土坑 96 建物 1の北東コーナーに近くに掘 り込まれた楕円形土坑であるが、撹乱によって半分

ほどが残った状態である。0,76× 0.30mで、深さは0.16m、 灰黄色 (2.5Y6/2)粘 質土を埋土とす

る。土師器皿、瓦器片が出土 している。このうち土師器皿を図上復原できた (第 22図 79)。

土坑 132(第 20図 )調査区北西部 (5区)で検出された、1.30m× 0。88m、 深 さ0.26mの楕円

形土坑である。埋土は、責灰色 (2.5Y6/1)粘土ブロックを含んでレンズ状に堆積する厚さ10cm

の灰色 (7.5Y6/1)砂 と、その下の底面に溜まる灰色 (5Y4/1)粘土からなるが、その間に部分的

に灰白色 (2.5Y4/2)微 砂が間層として入る。灰色砂から瓦片 (第 22図 80。 81)が出土 した。

土坑 133 上記の土坑の西側に掘 り込まれた土坑で、1.18m× 0.82m、 深さ0。24mの楕円形土

坑である。埋土は灰色 (7.5Y6/1)砂のみである。規模、埋土ともに上記の土坑と似ているので、

同じ意図のもとに掘 り込まれた遺構と考えてよいかも知れない。

上坑 195 調査区北西部 (26区 )で検出された楕円形土坑で、0.90× 0,40m、 深さは0.03mを

測る。埋土は黄灰色 (2.5Y4/1)砂質上、その下に黄褐色 (10YR5/6)砂 質土である。埋土中よ

り須恵器杯蓋が出土 した (第 22図 82)。

土坑 198 前記の土坑の北側で検出された溝状の土坑である。5。 30× 1.10～ 1.13m、 深 さは

0。 15mで、埋土は上記の土坑と同じく、黄灰色 (2.5Y4/1)砂質土、その下に黄褐色 (lCIYR5/6)

砂質土である。長軸は N‐ 50° ‐Eの振れである。埋土中より須恵器杯身、同壷口縁部、同飯蛸壷

が出土 した (第 22図 83～ 85)。 また図上復原はできなかったが、土師器片も出土している。

上坑 213(第 20図 4)不定形な土坑が無秩序に検出された調査区北東部の、溝 217、 221南西

側で検出された。埋土は砂質上である。出土遺物はなく、自然の落ち込みとも考えられる。

土坑 229(第 20図 5)上記と同じ不定形土坑のひとつで、埋土はやはり砂質土で出土遺物はな

しゝ。

溝 溝は建物や柱列の軸方向とほぼ揃う溝、つまり地割 りに規制された溝と、これに関わりな

く、旧来の自然地形に沿った溝がある。これらの溝の中には他の遺構との重複関係で捉えられる

ものもある。

地割 りに即 した溝群

溝 131 建物 1の東側に2m隔てたところで検出された溝で、撹乱により調査区内で一部が検

出された。ピット112と 重複関係にあり、ピットの掘 り込みが先行する。幅 0,80～ 0。 90m、 深さ

0.05m、 埋土は灰黄色 (2.5Y6/2)粘 質土である。方向は N‐50° Wを測る。

溝 176 溝 233か ら約 13m隔てた北東で、それとほぼ平行する形で検出された。上記の 2条の

溝に比べて幅広 く深い掘 り込みである。建物 4の ピット177、 203、 208と 重複関係にあり、これ

らのピットの埋没後に掘 り込まれている。幅 0。70～ 0。90m、 深さ0,03～ 0.06mを 測 り、埋土は暗

灰黄色 (2.5Y5/2)砂質土に明黄帽色 (2.5Y6/8)粘質土が混 じる。方向は N-47° ‐Wを測る。出

土遺物には土師器、須恵器、瓦器の破片があるが、このうち図上復原できたのは瓦器椀と土師器

皿である (第 23図 90～ 91)。

溝 211・ 218・ 232 府営住宅の埋設管坑により断ち切 られて断続的に検出された一連の溝で

ある。溝 176か ら約 19m北東に隔てたところで検出された。幅 0.20～ 0.25m、 深 さ0,03～ 0.07m
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の細溝である。埋土は暗灰黄色 (2.5Y4/2)砂 質上にオリーブ色 (5Y6/8)粘質土が混 じる。方向

は N…57° IWを測る。

溝 222 前記の溝の北東に約 3.5m隔 てて平行 して掘 り込まれた溝である。規模、埋土も前記

の溝と同様である。方向はN-50° =Wを測る。

溝 233 溝 131か ら北東に6.5m隔てて、それと平行する形で、やはり撹乱によリー部が検出さ

れた。井戸 123と 重複関係にあり、井戸の埋没後の掘 り込みである。幅 0.30m、 深 さ0。 1lmを測

り、埋土は灰黄色 (2.5Y6/2)粘 質土である。方向は N-54° ―Wを測る。

自然地形に沿った溝

溝 151 調査区北東部で検出された幅0.08～ 0,12m、 深 さ0。05～ 0,16mを 測る細溝で、埋土は

にぶい黄帽色 (10YR5/3)砂質土である。方向はN-70° ‐Wを測る。

溝 166 建物 5と 同じ位置で検出された幅 0。30～ 0.40m、 深さ0.12mを測る溝で両端が撹乱に

よって断ち切 られ、一部が残ったにすぎない。埋土は黄褐色 (2.5Y5/3)砂質上である。方向は

N‐50° ‐Wを測る。出土遺物には瓦器椀、土師器皿の破片がある (第 23図 86～ 89)。

溝 184・ 1880189 調査区南東部東側 (25区 )で検出された一連の溝である。埋設管坑そ

の他の撹苦しにより数力所で断ち切られている。直線的でなくやや蛇行 しつつ】ヒ西に向かっている。

幅 0,20～ 0。 60m、 深 さ0,05～ 0。 13m、 埋土は 188。 189で灰黄色 (10YR4/2)砂質土、184でにぶ

い黄色 (10YR3/4)砂質上である。方向は188で N-50° ―W、 189・ 184で N-75° ～ 77° ―Eを測る。

189の 部分より内黒土師器片が出上 している。

溝 201 これも溝の痕跡の一部と考えられる。前記の溝の南で検出された幅 0。35～ 0.40m、 深

さ0.06mの 溝である。埋土は黄灰色 (2.5Y4/1)砂 質土に黄褐色 (10YR5/6)粘質土が混 じる。方

向はN-54° ―Eを測る。

溝 206 前記の溝の東側で検出された。溝の痕跡の一部として取 り上げた。幅 0.50m、 深 さ

0,07mを 測る。埋土は前記の溝と同様、黄灰色 (2.5Y9/1)砂 質土に黄褐色 (lCIYR5/6)粘質上が

混 じる。方向はN-14° ―Eを測る。

溝 217・ 221 前記の溝の北側で検出された一連の溝である。幅0.40～ 0。 90m、 深 さ0.07～

0。 15m、 埋土は217で暗灰黄色 (2.5Y4/2)砂質土にオリーブ色 (5Y6/8)粘質土ブロックを含み、

その下に褐灰色 (10YR4/1)砂 質上が溜まっている。また221では底面に溜まった褐灰色砂質土

がみられなかった。他の溝に比べて幅広い。方向は N…27° ‐Wを測る。217部分より上師器片、

瓦器片が出土 している。

溝 220 調査区東南端で検出された幅 0。20～ 0.50m、 深さ0.06mを測る清である。埋土は黄灰

色 (2.5Y9/1)砂質土に黄褐色 (10YR5/6)粘 質土が混 じる。方向はN-5° とWで、前記の溝の方

向に近い。

包含層の遺物 (第 24～ 31図 )

今回の調査区全体に堆積する遺物包合層は層厚の違いはあっても、すべての上層で中世遺物が

出上 した。しかしそれに混入する中世以前の遺物には、海側の 1～ 15区 (I区 )と 山手側の 16

～31区 (Ⅱ 区)の大きく2つの区域で出土遺物の内容に差がみられる。両区域の境は地山での遺

―-25-―



構検出面標高値ほぼTP+2.5mの ラインに相当する。そして層序のところで既に述べたように、

このラインを境にして北西の海側と南東の山手側で地山の上質も変化する。海側の砂・砂質土と

山手側の砂礫上がそれで、前章に説明した建物・井戸など生活遺構はすべてこの砂礫土面で検出

された。山手側に向かって漸次隆起するこの砂礫土上に堆積する中世包含層には、須恵器の破片

の混入が目立ち、また須恵器を出土する中世以前の数少ない遺構である土坑 195、 198も Ⅱ区の

この砂礫土面で検出されている。このような遺構の分布、包合層の堆積状況、基盤となる地山層

の拡がりは、すべて調査対象区域の土地がどのように利用されてきたかに運動 して生 じた一連の

現象と捉えられる。個々の遺物の内容は巻末の表にまとめたので、ここではそれらに基づいて包

含層の内容のあらましを述べておきたい。

包含層の大半は中世遺物であり、12～ 14世紀におよぶ瓦器椀・皿・土師質皿・釜などの日常

雑器類が主体で、青・白磁も若千見られる。中世以前では6～ 8世紀の須恵器類の混入が日立っ

ている。その時期の遺構としては先に説明した土坑 195や 198が挙げられる。また弥生土器 (121)

や形象埴輪の破片と思われるもの (392)も 認められる。さらに弥生時代の尖基式石鏃 (284)を

はじめ不定型な刃器の破片 (210～ 212)、 石槍片 (209)も ある。石器はいずれもサヌカイト製

である。漁具では蛸壺や土錘に中世以前のものがわずかながらみられ、海浜部の生活環境は古代

以来変わりなかったようである。真蛸壷には土坑 66で出上している張りのある胴部に短く外反

する口縁部がつくもの (74～ 78。 339～ 341)と 、縦長の胴部に斜め上にのびる日縁部がつくも

の (337・ 338)が みられ、日径にも大小がある。飯蛸壷は土師質・須恵質両方がみられ、古墳時

代後期以降の釣鐘形が多いが、弥生時代から古墳時代前期とされるコップ形で有孔のもの (181)

が1点出土している。上錘は土師質がほとんどで、1点瓦質のもの (345)が ある。管状の大型品

(190)や 有孔のもの (191)、 有溝のもの (342)力 わ`ずかに認められるが、大半は中世以降のも

のである。一部は表上の耕土直下で出上したものもある (398～ 409)。

地山の構成上と地形の変換線 (TP2.5m)を 境に I区 とⅡ区に大別 して示した包含層の内容を

比べてみると、南西部、つまり山手にあたるⅡ区に須恵器の出上が目立つ。その一方で中世遺物

の内容は似たようなものである。このことは山手の山間部から海浜部に向かって開発が進んでき

た結果によるものだろうか。

表土・撹乱土出上の遺物 (第 32図 )

旧住宅棟とその埋設管などによって破壊撹乱はかなりの部分に及んでいた。機械で掘削する表

土中からも遺物の出土が目立ち、理設管部分に至っては包合層や遺構の撹乱によって遊離した遺

物が回収された。図上復原できるものは必ずしも多くはないが、前記の包含層の内容を補う遺物

であり、掲載することとした。

第 5章 ま とめ (第 33・ 34図 )

今回の調査地点は春木川と大津川の間の東西 700mの幅をもって南東から北西にのびる段丘面

の春木川右岸寄 りである。同じ段丘上の大津川寄 りには旧忠岡村が位置する。大阪湾に流れ込む

河川間の段丘の開発が最も海に近づく地点で、浜街道である紀州街道はちょうどその個所を北東

から南西へ横断する形をとる。
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第 21図 土坑 3 出土板石図

く

、

竹

土坑66

ヤ

土坑96

土坑195-- 82
0                  10                2Clcm

84

第 22図 土坑出土遺物図

87   
く
くぎ

三三三三
「

~~~二

″
/88             89

土坑 198

く 要 訂 巧 〃 91

第 23図 溝出土遺物図

―-27-



95

rl  芽 98

1偲

106

109

土 )10♭ノ下ヽ琢
~＼

本

1ヽ00

101                                       102

107                                           108

ヽ

―

   レ

112

~X3

悧
| フH7

1褐  ノ i

122

0                       10                     20cm
O   LEョ ここ西こEEE]ここ百三ここここここここここことここここ呂ΞΞΞΞEEEEEEEEこ こここここここ」

第24図  I区包含層出土遺物図 (1)

一-28-一



デ

Ξ ア Ξ

=軍
司 百

Ξ 〓 ア Ξ
調

ヽ 130

第25図  1区包含層1出上遺物図 (2)

132壌
中

騨・　　　煽

-29-



143

5

167

くく三EEΞ::::E]~~~~~EEEラ
ク

fを9

<重 勇 ≡ /171

＼ 引 %5

＼ 引 ／
‐７７

学 b3

｀`｀ヽ
〔
=====」

L三三ΞΞくラテ=ri57

-~ 161

173

174

~176

178

80

8

｀

章 引 ン 1っ

第 26図  I区包含層出土遺物図 (3)

1ち 罵

峯

一

ぞ 引 姦 64

ヨ ン 1蒟

―

―
~149

151

155

1)

_-   163

1乾

b6

lω

-30-

10



一　
　
　
　
　
‐９５
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
　
２０２
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
２０８

Ａ
円
――――
―――Ｉ
Ｖ
　
◎
　
　
　
ハ
ーーーー
脚
Ｕ
・　
◎
　
　
ａ冊
Ｕ
】
◎

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

　

　

一

・
０
．
碑

＋

◎２０‐
併
Ψ

一

一　
　
　
　
　
‐９３
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
期

輔

③

り

◎

０
・
働

一
　

　

　

　

　

‐９２

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

‐９９

　

　

　

　

　

　

一

∩

Ｕ

◎

　

ｎ

ｗ

◎

一
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

２０５

鰺 ⇔別

―圏―‖鞠
212

一

―
]―

―
tl―

-1)―

◎け6 ◎け7 ◎け8

-0- ―団― -0
◎拗3 ◎204 ◎

209◇

―《とめ一
~ 2Ю

日
日
日
電

――
‐――Ｉ
Ｌ

「
~♀~‖

 /狂〒楽、
181

185                      186

187

188

0                       10                     20cm

第 27図  I区包含層出土遺物図 (4)

凰
射

一-31-―



く(三
::::::手

~:::'ラ

フ
ゝ

:17 218216

―
  ″

222                                          223

くく
ξ二:F=========]三

三三三三三三三三

i,,,,ア

ク

224

＼  |=プ

236

239

242

245

当
24字

256廷
≧ ≡ ≡ 望 ___≦ 蚤

254                                          255

×       %7
%8 4ェ

ノ

237

'｀

〔三三三三三≡
~こ

三三三三三三三三三三三三」____ど :::三:::;:::::そ :3'′

240

235

努 8

243

259

当

260

0         261            10                      20cm

第 28図  Ⅱ区包含層出土遺物図 (1)

―

―

エ

264                     265

―-32-一



267

乳

脱
77

279

則

281 〔ゑ紬納【仰四陶Шψ▼　２８４　　　飾
20cm

第29図  Ⅱ区包含層出土遺物図 (2)

１
己
Ｅ

~-7272

畠 ヽ馴

鴫野3

馬      276

◆

―-33-―



〒¬

「

▽誘▼=T~7<鮮 雪ン

293    

｀````¬〔
==二==Ξ=よ

_____=く
=ア

=ア

テ

`:4挙 2鋸
297

拳
300                    301

~303

304

当 ン
３０

310

く≡≡垂ヨ≡≡≡蒻
亀 12

9                       10                     20cm

第30図  Ⅱ区包含層出土遺物図 (3)

例5

21

＼怠罰 /切

→≧三三二三三三三土___ど三三二【:Ⅲ  299

302

~  305

11

3μ

｀

員こ三三三三三三三三と____=:三
gも「

ユ

  322

+3∞     7

｀` ｀ヽ
====」こ三Ξ≡くラ

テグ

を08

317

319

くて三三三三三三Ξ三「
~二

Ξ三三三:ラタと20

-  326

―-34-―



旅血釧排埃割

卸

戸
訂 Ц 【

341

_a_

0353

_偽 _

◎ 363

一　

　

　

　

　

　

３５

い風
‐――‐
―――ｌ
υ

◎

一一
　

　

　

　

　

　

３５

ｍ
ｍ
日
Ｖ

◎

一
一
　

　

　

　

　

　

３５

〔
――――
円
）

◎

一

一　

　

　

　

　

　

３６

∩
‐―――
り
ヽ

◎

一一
　

　

　

　

　

　

３６

〔
日
硼
　
◎

一
一
　

　

　

　

　

　

３５

ｍ
ｌｌｌｌ
Ｗ
）
◎

一

一　

　

　

　

　

３７２

〔
‐―――
‐――‐
υ
　
◎

一一
　

　

　

　

　

３７

∩
―――‐
Ｕ
）

◎

一一
　

　

　

　

　

３７

ｎ
ｌｌｌｌ
‐―――
〕

◎

一一　

　

　

　

　

　

３６

風
――――
ｌｉｌｌ
り
　
◎

一一
　

　

　

　

３６

∩
―――Ｉ
Ｕ
ャ　
◎

一一
　

　

　

　

３６

〔
―――ｌ
ｕ

◎

一一　

　

　

　

　

３６

∩
――――
――――
〕
◎

一

一　
　
　
　
　
　
３４９
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
朗

〔
‐――ｌ
υ

Ｏ

　

ｎ

Ｕ

⑬

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

一　

　

　

　

　

３４

ｎ
ｌｌｌキ
ーキー‐
υ

◎

一一　
　
　
　
　
盟

凩
――――
側
〕
◎

一一
　

　

　

　

　

３４

∩
――――
―――Ｉ
Ｕ

◎

一

一　
　
３７８　
　
舘

（肌
―――Ｉ
Ｗ

　
◎

　

　

包

一　
　
　
　
　
　
区Ⅱ

一　
　
　
３７
　

　

図

∩
・――！―‐――ＩＵ　◎
　
　
細

(〔::)344

―

凰

―

⑥
345

―

‖

―
 -0-

◎355  ① 356

―

O―

⑥ 364

-0- ―〕―  -9-
③374  ◎375   @376

―

で

一

⑥ 360

―
u―

 -0-  ―凸―
◎ 379  ③ 380   ⑥ 381

0

-0-

◎
357

一

〇

―

◎ 358

-9-

◎ 368

肺旺Ｕ
◎３７　
　
　
　
・　
　
３８２　
２０ｃｍ

一
　

　

　

〔‐――ｌ

ｕ

◎

一

出土遺物図 (4)

―-35-―



滋83 387

385386

鶴

』

器

３９２
鶏3勇

―
()一

  ―
|‖

―  -9-  -9-  -0- ―
|‖

一  ―
(〕

一  ―
t一

0398  ◎ 399  ① 4∞  ⑥ 対1 ◎ 402 ◎ 403  0404  ◎ 405

-1-  -0- 一

‖

一

  
―

]―

0                     10                    20cm

◎ η6  0407  ◎網8   ◎ 409

第32図  Ⅱ区表土鏡乱土出土遺物図

８８

　

　

　

　

　

　

８９

くくミI::~~~~~千
~…………

:::ラ
ンタ 396

くく【:Z:二写
¬
BFiξ

~¬

Ei::'テク″
   397

―-36-一



土 器

挿図
番号 器 種 出土個所

法量 (cm)

特 徴 そ の 他 時 期口径 器高
黒色 二 希 醜 利黒 Z世相

2 ミ色土希椀 rッ ト12 曳高41 (外,口稼部ヨコナデ、体部ユビオサ
ェ r肉】チギ ヘラミガキ 肉里

A黒 2世紀

4 瓦器椀 勇局 46 71向ユ ヒオ サ エ の ま ま。 尾 上 ulヽ 3世潤 副 キ

6 土HF希4L 勇昌20 υ句 口縁部ヨコナデ (1杖 ナテ 札底 か ら回縁部 が屈出 して外上万 にの 9 3世紀

7 土師器皿 Fッ ト48 費高19 ω )口縁部 ヨヨナデ 4世相

8 土帥器 4L 妄高20 υ慟 口縁部ヨヨナデ IH世

二H甲希 lul 勇局 1 J縁端 部 本 半 江 く屈 田 す る |て 」 の 7= Z世祀 後 半

上 fIII番 外 fッ 卜71 1/1・ ,回稼部ヨコナデ、底部ユビオサエ 11世 紀末 ～ 12世紀前半

11 瓦器椀 夷局 55 凋外向を密に分剖 してヘラミカキする。

娯息器斐体部 卿
伍

半行タタキ

チギ

簡土紐積み上 け、ユ ビオサエ残 る

黒色土器椀 残高35 (外)口縁部 ヨコナデ、体部ユ ビオサ ツ世 紀

土日中器 lll ビッ ト74 鉛 ,国縁部ヨコナデ,底部ユビオサエ 3世紀

二H印希4L t/1り 口稼部ヨコナナ,底沖ユヒオサエ 14世 紀 孤 十

土目中器皿 ζッ ト75 喪高 15 鉛 ,国縁部ヨヨナデ (1投 ナデ) 14世 紀前半

二即 希 皿 t71・

'口
稼部ヨコアナ添沖ユヒオサエ B世相

上帥器皿 妄高 17 υ洵 回縁部ヨヨナデ,底部ユビオサエ B世紀

上即 希 脚 1寸4L 出世 糟

20 と印希重頸部

上帥器皿 ビット100 妄高 15 併 )口縁部 ヨコナデ ,底部ユ ビオサエ 隔世 相

ZZ 町希 皿 環局 18 υコ ロ縁部ヨコナテ /1向 に分剖 して /1Hか いヘ ラ ミガキ。肉歯

磨にヘ ラ ミガキ _

修世紀

24 比器椀 ビッ ト171 費肩42 俳 )口縁部 ヨコナデ 見込 み に太 い フ セ ン噌 又 。 尾 上 Ⅳ■～ 3 134●網後十

町希 猟 ビッ ト171 υ洵 口稼部ヨヨナテ

台_昂 _LI‐3～ Ⅱ鬱

11世紀禾 ～12世紀 中

比器椀底部 ビット171 残高 10 俳 )高含 ヨヨナデ、底部 ナデ 安定 した踏ん張 る高台。尾上 Ⅱ?～ 3 !3世紀 中

吼希 碑 環昌 4Z 調整 イヽ ltB B世祀代

蛇器椀 ビッ ト172 残高52 171・ )回縁部 ヨヨナデ 、体部ユ ビオサエ 本部外面ユ ビオサエの まま。尾上 Ⅱ3～

叱器 碗 妄局 45 調整 小 明 B世刑 代

30 比器椀底部 妄高10 鉛 ,高台部コヨナデ、履部ナデ 医いぶんば る高台。尾上 Ⅲ

上H略局百1寸側 尉百 局 く外,ケ テ レ世 粗 代

比番椀 貯声 Z 鉛
'口

縁部ヨコナデ、体部ユビオサエ 再外面 を密 に分割 してヘ ラ ミガキす る。 11世紀末 ～ 12世紀前半

吼器 税 1う」 幹
'口

稼部 ヨコケア 、体Юユ ヒオサエ 囚外国 を密 にヘ ラ ミガキ し、分割性娠

る。見込み乱雑 な平行 ミガキ。踏ん張 る

富 台  尼 ト イニ ～ T_1

11世祀 禾 ～ lZ世相 HIキ

昆器椀 貯戸2第 12層 ,25 調整不明 t2世紀前半～後半

比希 碗 FFttZ稲 土層 環局 50 t71・

'口
稼郡ヨヨナア、1本部ユビオサエ 刊外 向を密 にヘ ラ ミガキす るが分剖性イ

嘱瞭ぅ尾上 I‐3～ Ⅱ■

H世祀禾～ 12世紀副キ

比器椀 貯戸2 残高 52こ 鉛 )口縁部 ヨヨナデ 、体部ユ ビオサエ 付外面 を密 に分割 してヘ ラ ミガキ。尾上

T_1～ ■_1

11世紀末～ 12世紀前半

黒色 上 喬 拠 FttZ 鉛 ,体部ユ ビオサエ 、底部ナテ 硼黒。7H外向を密にヘラミガキ。尾上

Iお～Ⅱ■

11世紀 禾 ～ 12世紀 副 キ

比器椀底部 昨戸2 鉛 )底部ナデ

`丙

ヽ+ギ
邑込みにヘ ラ ミガキ乱方向に密 に重ね ¢世紀 中

比器 秘 FFttZ第 lZ盾 妄局 4Z t7r,国 稼部ヨヨナデ、体郡ユビオサエ 刊外 向 に租 い ヘ ラ ミガ キ 。 尾 上 よワ～ 3 レ世 紀 甲

上帥器琳 貯戸2 ,65 (外 ,回縁部 ヨヨナデ 、体部ユ ビオサエ 11世紀末～ 12世紀前半

上目叩希 コヽ fFttZ 5 幹 ,国稼郡 ヨヨナア 、体部ユ ビオサエ 11世紀禾～ 12世紀 Hjキ

とRn器皿 貯戸2 残高 12 鉛 ,回縁部ヨヨナデ、底部ユビオサエ 13世紀

上目甲希 4L FFttZ t7r,国 穣郡ヨコナデ、朦部ユビオサエ 13世粗

上811器皿 貯戸2第 12層 残高 125 (外 ,回縁部ヨコナデ、底部ユビナデ 13世祀

貝思 希 資 底 小 FFttZ ほ 推 環 昌 (71・ ,半行 アタキ、杷いナデ ,世
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貝思 希 賓 田稼 剤 FFttZ 鉢 )口縁部回転 ナデ 備面上下 に拡張

比希椀 肝声 123 幹
'口

縁部ヨコナデ、体部ユビオサエ

“

にヘラミガキするが、外劇の分割牲口

不明瞭。台形高台。見込みに乱雑な平有

ミガキ^屋「 IB～ ■■

[2世相 771

49 比番 拠 肝戸 lZ3 t7r,日 縁齢ヨコケナ、体部ユヒオサエ

今^屁 卜T It～ T_1

[Ztrttf7J

比器椀 庁戸 123第 1～ 4 1/1・ )口縁部 ヨヨナデ 、体部ユ ビオサエ 再外 向にヘ ラ ミガキ、分割牲媛す。尾」 2世紀初

SL希碗 T声 lZ3第 1～ 4

喜

勇局 45 卿
　
〔

口秘 部 ヨ コゲ ア 、体 nユ ヒォ サ エ 困外 国に租 いヘ ラ ミカ千で陳同 日立 う、

外面 にユ ビオサエ痕。外面上半ヘ ラ ミタ

キ_虜 卜TR～ ■ 1

2世紀初

瓦器椀 千戸 123第 1～ 4 暁高425 鉛 ,回縁部ヨコナデ、体部ユビオサエ 対外面 に粗 いヘ ラ ミガキで隙間 日立 ち、

外面 にュ ビオサエ席 ^厚 卜T_R～ ■_1

2世紀初

比器椀底部 千声 123 1/1'す デ

`丙

ゝ十ギ

見込みに体部との区別つけす、古し万同に

ヘラミガキを密に重ねる。安定 した踏ん

2世組 T7J

比器 孤 ほ 郡 「F芦 lZ3 t71・

'

`ヴ

¶】

見込み に苫L万 同にヘ ラ ミガ千を密 に重准

る。高台 は太 く踏 ん張 る。尾上 13～ Ⅱ

ZO潤イガ

瓦器椀底部 中戸 123第 1～ 4 υ切 ナデ 見込み に乱方向にヘ ラ ミガキ を密 に重充 2世紀初

比希椀底静 T声 123第 1 調蟹 小 明 11世祀 本 ～ lZ世相 初

瓦器椀底部 町戸 123第 1～ 4 胃整不明 責定 した高台。尾上 Ⅱ期 2世冊

比器 擁 底 訃 FF声 123第 1～ 4 掲蟹 小 明 魃世 紀

59 瓦器椀ほ部 IF戸 123第 1～ 4 (外 ,体部ユ ビオサエ十 ミガキ 見込み太 いヘ ラ ミガキを半行 に密 に重え 11世 紀末～ 12世紀

60 日ほ掘たR部 T声 123第 1～ 4 氏郡 外 国無 和 八日色 胎 土 に 日色 砂 種 奮 み激 密 田世 潤

65 瓦器椀 岸戸 123第 17層 ω ,回縁部ヨコナデ、体部ユビオサエ 可外面を密にヘラミガキするが分割性不

月瞭。見込みに乱雑な平行 ミガキ。尾上

11世紀末～ 12世紀前半

66 比器擁 IF声 123 妄島41 171,体 部ユビオサエ 再外 向 を密 に ヘ ラ ミカ キす るが分 剖 性 イ

旧贈  E卜 Ta～ π_1

11世刑 禾 ～ 121rttRIキ

喝器 鵬 部 lpl)ナ デ、ヨコナデ 尋く安定 した厚みの ある高台。 t2世超前半

比器椀底部 昨声 123 υ籾 ナデ、ヨコナテ 更定 した島い厚みの ある局台。 レ世 紀 副 キ

軋器 碑 底 部 昨戸 123 (外 ,ナ デ、 ヨヨナデ 三角高台。 12世紀前半

比器椀底部 肝声 123 レ世 相 孤 キ

と師器皿
「

戸123 残高 15 い )口縁部 ヨヨナデ 、底部ユ ビオサエ ヨ縁端部水平近 く属出す る |てJの写
=

12世紀後半

とFII器 lL
「

戸123 坂局 ■4 幹
'口

豚郡ヨヨナテ、底訃ユビオサエ コ稼端部水半遅 く屈田す る |て Jの 7寸
■の Ⅲ ^

[Z世相 後 十

と師器甕 片戸 123 廃80 佛 )口縁部 ヨヨナデ 、体部ヘ ラケズ リ 負部の ヨヨナデ強 く、外反す る国縁柵 ■世紀 ?

上FIV希皿 上現 96 環局 1 け
'口

稼沖 ヨヨナア 、底郡ユ ピオサエ 13世泄

82 員恵器杯蓄 上坑 195 残高09 171,回 転ナデ 卜半 に近 い天丼部、端部下万へ屈 曲、材

83 貝忠器杯身 上夙 198 環局 Z7 υ籾 回転ナテ 巴く囚傾 して 立 ち上 が るЩ 稼 瑞 部 。 阿 E 泄 濯 禾

84 負思器豆 上坑 198 残高60 (外 ,回転 ナデ 昨もしくは賓 の回縁部の可能性 あ り。降 F世紀末～8世紀末

86 比器 猟 髯166 辰局 43 (外 口稼 部 ヨコ ナ デ 、体 部 ユ ピオ サ エ 3世紀 Hjキ

87 上HH器皿 再166 秩膏 195 幹 )口縁部 ヨコナデ 、底部ユ ビナデ 朴面上半部 ミガキ、以 ドユ ビオサエの 意 中世

比器 Ⅷ 臀166 残局 Z3 t71・ 口稼 酌 ヨコ ケ テ 、底 沖 調 整 4ヽ明 紀み の あ るほ 泌 か ら外 上 万 にの ひ る国 3世lM

上師器皿 脅166 残高 11 僻 )ナ デ
イ丙ゝ+ギ

早みの ある底静 か ら薄 くつ まみ あげるE 中世

比希 柳 書176 t7r,国 豚部ヨコすア、体郡ユビオサエ 朴向 上 十 ゆ 租 い ミガ キ 、体 郡 ユ ビオ サ ゴ と3世相 HOキ

上師器皿 蒔176 残高 18 171,回 縁部ヨコナデ、底部ユビオサエ ヨ縁端部以下肥厚す る。 15世紀

弦 ]含層 7区 叛島 30 立ち上がり短 く困恨 し、瑞郡丸い。阿Ё Jtr消 甲～彼キ

填恵器杯身 包含層 2区 受高30 鉛 ,回転ナデ、底部回転ケズリ 立ち上がり短く肉傾する。阿邑Ⅱ5。 泄 紀末

負忠 器 rTN景 ]含層 5匹 環局 Z8 い
は

回 継 ナ デ 泄 紀末

負恵器杯身 包含層 5区 暁高 16 鉛 ,回転ナデ

`丙

ヽ同鉄+ギ
立ち上 が り短 く肉傾 す る。陶邑 Ⅱ6。 δ世紀末

貝息 器 称 身 団含 層 5匹 勇局 16 t71,国 鋏ナデ ,世祀末

貞恵器杯身 包含層7LX 咲胃22

残高22

僻 )回転ナデ

イ丙ゝ同謙十ギ

立ち上が り短 く7U傾す る。阿邑 Ⅱお～

貝思 希 朴 身 団宮 盾 7匹 Ψ「′凹駆 フア、心副 世祀 甲 一 禾

真思器杯身 包含層 3区 曳高25

夷高28

171)回 TAナ デ

イ丙ヽ同競十ギ

9る やかに外反する口縁部。陶邑Ⅳ。

100 貝思 希 rIN蓋 団曾 層 7胚 Ψ卜,本オ弾四蓼 クム ツ、口熔ω凹蓄 フ (牙 4と 口稼 訃 を界 す る稜 は組 く鈍 い。 ,世 紀末～6世祀初

負恵器杯蓋 包含層 6区 暁高34 171・ )回転ナデ

`丙

ヽ同鋲 チギ

ォヽい と四豚酔 を芥丁 る穣 の有 JfH。 口擢 '世 紀後半
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102 興息器林蓋 己含層 5送 曳高25 俳 )回転 ナデ

尿端部内面 に内傾 十 る砕 ^陶畠 ■_2^

5世祀 中

103 負思器杯蓋 」管 層 11区 環島 Z Z5 υ籾 回転ナテ

r丙ヽ同祭チデ

ベオ幹 と口稼い を界す る稜見 られす 、 L

家端部内面 に内傾 す る段 な く丸 く終 わ

る^臨晶 πユ_

う世 紀 後 キ

104 貞恵器蓋 記含層4区 曳高35 t71,つ まみ回転ケア、大汗郡ヘラタス

リ、口縁部回転ナデ

困向のかえり短 く、径の大 きいつまみカ

つく^臨晶Ⅲワ^

F世紀 中

lυ5 只息 希 蓋 己含 層 7区 究高22 171,つ まみ回転ナデ、天丼部ヘラケズ

リ、回縁部回転ナデ

びるぃ陶邑I■ .

F世紀前半

106 買恵器蓋 赳曾 層 6区 勇峠詩15 t7r,回 転ナデ

`内

Ⅲ向環チギ
舟面に短いかえりがつ く。陶邑Ⅲウ。 「世 紀 甲

107 貝忌器蓋 己含層 6∠ 勇高 12 俳 ,回転ナデ 」熔 yllp rカ ヘlHtt ё f段を7r'。 四 E ;世紀後半

108 員恵器杯蓋 赳曾 盾 10区 巧踊島 IZ υ籾 回転ナデ

`穴

】同鋲十デ

ヨ縁端部下方へ屈曲 させ段 をなす。陶遅

109 員忠希局称脚剤 己含層3LX 蔑高23 幹 )回転ナデ 需郡 卜万困側へ屈田 させ る。陶邑 Ⅱ一

良恵器密 己含層7区 環局 34 t71,回 転ナテ、体部橋子タタキ 本部上半 にヘ ラ記号。

ヨ柩桝口縁部 己含層 11区 庚高20 五 豚 四 豚 。 夏Fヨ碗窯米日転棟Ⅳ laタ イブ。 12世紀前半。

ヨ磁椀口縁部 己含層 6区 残√託Zう 13世組 第 一 四 十 期

言ほ ■L 己含 層 6区 10 妄高 18 騒部内向片切 り彫 り、櫛描 きジグザグ文 可女 窯 米 1老環 。 12世紀 甲～ 14世紀 中

ヨ磁椀底部 己含層 9区 残局 Z3 底部 外 向 無 和 。 夏Fヨ碗窯系 口磁椀 Ⅳ無 2類。 13種相 弟 l四十 期

葺ほ 拠 底 部 己曾 盾 9匹 妄高 24 愴土租 い。 根声 炊 和 イ ,世

ヨ磁椀口縁部 己含層 6区 妄高18 ヨ縁部外面雷文。 電泉察育磁碗雷更再碗 。 C‐ Ⅱ類 。 t5世紀 中頃

黒色土器椀底郡 己含 層 γ匹 妄局 14 υ籾 ヨコナデ 可黒 。

X19 貝思器すり鉢 己含層2∠ 残高24 俳 ,回転ナデ

イ丙ヽ画離+ギ
ヨ稼瑞部が子まぼ四角 に終 わ る小型鉢 t2世紀 中嗅

120 員恵質鉢 赳曾 層 0区 環昌 24 い
'口

縁部ヨコナデ、体部回転ナデ、
ナデ

」豚鶏船か上 ドに張 り出す刀`型鉢 14世相

ふ生上器底部 己含層 5区 ほ径71 勇局 45 ふ生

上FW希弩 目含 層 5区 環局40 鉛 ,ヨ ヨナデ J稼部 |く 」野路に属田する資 世紀 Y

123 上Hn質羽釜口稼

К

己含層5LX BtfttZ 6 υ籾 口稼部ヨコナア、体剖
'ユ

ビオサエ ヨ縁瑞部短 く排 り曲げる羽釜 14世 紀後半

124 とRW負羽釜口溺 ]曾盾 5LX 妄局35 鉛 ,回縁部 ヨコナデ、体部ユ ビオサエ 判稼 瑞 部 短 く弥 り田 イア五 縁 状 とな る羽 豊 14世 紀後半

125 と日中質 羽 釜 口絢

電

ヨ含層6区 舅局 36 幹

'口
豚 部 ヨ ヨ ナ ア 、 体 沖 調 整 小 明 ヨ縁端部短 く弥 り曲 げる羽釜 14世紀後半

二HW負羽笠口権 団 t争層 10匹 兒局 40 171,回 縁部 ヨコナデ、体部 ナデ J穂瑞 郡 羅 く弥 り田 け る羽 釜 14世紹 後 半

と帥妥剃】笠 回筋

も

包含層7区 費高27

残高35

t/1,L粥謝ヨコケテ ヨ縁瑞部短 く弥 り曲げ る羽釜 14世紀後半

二H甲負羽金田蒻 包省 層 6匹 ω ,回縁部 ヨコナデ、体部調整不明 ヨ縁端部短 く折 り曲げる羽釜 14世粘 後 キ

上日印蜜羽釜口務

略

目含層 6区 曳高34 (71・

'口
豚部 ヨコナア コ縁瑞部短 くrlrり 曲げる羽釜 14世紀後半

上師質羽釜日溺 赳含 層 6区 妄局 41 例
価

口稼部 ヨヨナデ、体部調整不 明 J豚瑞♪冠 く引 り田け、画をなす羽金 14世紀 餃 キ

土BW質羽鎧 灘 己含層 7区 艶

墨
野

眩

残高31 1/1・ )口縁～鍔部 ヨコナデ、体部ケズ 1 Qい本半の錯つ く羽釜。 15世氾 ?

二即 負 羽 笠 口穆 赳曾 層 γ区 廣局 28 卿
航

ナデ

チデ

判 唄」Iす る 口豚 nに 小 半 の劣 か つ く 14世Xtl後十

上帥 質 羽 釜 回移

郎

己含層7区 残高58 171)回 縁部ナデ、鍔部ヨコナデ、体部′

ラケズリ

ヨ稼瑞部紀 く打 り出げ る羽釜 14世紀後半

134 上FI「 負 JJ笠 口溺

乳

己含 層 6区 艶
　
　
箪

残高 615 ω )口縁部ナデ、鍔部 ヨコナデ、体部′

ラケズ リ

`内

ヽ十ギ

J稼瑞 iill紀 く,り 田 け る羽 釜 14世紀後半

135 比喬 碗 己含 層 υ区 瞬32 幹

'口
縁部 ヨコナデ 、体部ユ ビオサエ

十ヘラミガキ

`丙

ヽ 十 ギ +ヘ ラ さヂキ

州外 回に杷 いヘ ラ ミカ千、外 向にユ ピえ

チエ痕。尾上 皿毛

L駆相 孤 キ

136 比器椀 己含層3区 環4 tj 幹 ,回稼郡 ヨヨナテ 、体部ユ ビオサエ 句向に粗いヘ ラ ミガキ。体部外面 にユ セ

オサエ慮ハ薄 い器警 ^屋「 Π4
3世紀前半

蛇希 拠 己含層7区 妄32 鉛 )口縁部 ヨコナデ 、体部ユ ビオサエ 河向に粗 いヘ ラ ミガキ。体部外 向にユ ヒ

オサエ痕のみ.尾上 Ⅲ嗚

13世紀前キ

比器椀 己含層3区 残40 t7r,国 稼訃ヨコナデ、体部ユtfオ サエ 再向に租 いヘ ラ ミガキ。体部外面 にユ セ

オサエ痛 ^屁 卜Tv_1

[3世紀前半

蛇喬 碗 己含 層 2区 残49 鉗
'口

縁部ヨヨナデ、体部ユビオサエ 再向に杷 いヘ ラ ミガキ。体部外 血ユ ビオ

ケエ痕のみ。尾上 ⅢB
13世紀 BJ半

比器椀 己含層 8区 妄33 幹 ,国稼郡 ヨヨナア 、体部ユ ビオサエ十

ヘラミガキ

対外 血に密 にヘ ラ ミガキ、厚みの ある毒 t3世相 高」キ

比器 椀 己含層2∠ 残25 け
'口

稼郡 ヨヨナア 、体部ユ ヒオサエ

イ丙ヽ十ギ

困向に租 いヘ ラ ミガキ。体部外由にユ ヒ

オサエ痕 ハ尾 LⅢ3
13世紀前半

142 昆器椀 」曾層う区 褒28 υ洵 口縁部ヨコナデ、体部ユビオサエ+

ヘラミガキ
月外 Hlに 411いヘ フ ミカ千、分 回は上十■

/kヘ ラ ミガキ_屋 rπ4

B世紀 副 キ

143 凡器椀 己含層 8区 兵Zう (外 ,国稼郡ヨコナデ、体訃ユビオサエ+

ナデ
為向に租 いヘ ラ ミガキ。体部外面 にユ ピ

オサエのみ^薄い果壁 _屋 卜TV a

!3世紀 副 キ

144 比歳椀 己含層 9区 費24 t/1'口 稼削 ヨヨナア 、体滲ユ ビオサエ

イ丙ヽ調悲スHH

毛上 Ⅳ9～3 13世 紀後半
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145 比希 711 」管層10区 曳26 鉢 )口縁部 ヨヨナデ 、体部ユ ビオサエ 琳面ユ ビオサエ、内面租 い ミガキ。尾上 3世紀後半

146 比器椀 己含盾 m区 究285 幹
'口

稼部 ヨヨナデ 、体郡調整小明 毛上 IV老 ～ 3 3世紀 僚 キ

見希 ,劇表郡 己含層 5区 底径3 晩20 (外 ,ユ ビオサエ 三角高台。見込み半行 ミガキ。尾上 Ⅲ■ 13世紀 甲～13世紀後半

148 見器掘底部 己含 層 8区 底 径 61 貢島 15 υコ 局0いヨコケテ
たい平行 さガキ密_屁 卜π4t～ HT l～ ″

ツ世 紀 後 キ ～ 13ど経 日」十

毘器椀底部 芭管

'曽

3匹 辰径 6」 茂09 171)体 部ユビオサエ、高台ナデ

イ丙ゝヘラさガキ

遇1と した高台。尾上 Ⅲ弔～Ⅳワ

150 比番擁底部 己含 層 5区 底 往 7 環昌 14 (外

'誘
蟹 4｀明 匹 酒 僚 十 ～ 13世潤 同U千

昆器椀底部 己含層 2区 底径 4! 残高 10 鉛
'ユ

ビオサエ+ナ デ

`丙

ヽチデ+ヘラミガキ
選化 した高含。見込み に太 く租い半行 ミ

ガキハ尾
「

Ⅲ3～ Ⅳ鬱

比希 孤 朦 部 己営 ザ曽6区 ほ 佳 4 環局 りυ t71・

'ユ
ヒオサエ十ケブ 享みの ある逆台形高台。尾上 Ⅱ弓～Ⅳ‐2 B世紀 中～13世紀後半

昆器椀底部 己含層3区 底径3

底径6

茨高04 幹 ,調蟹不明

`丙

ゝ謝態木HH

三角局台。見込み糊 く杷い汁行 ミガキ。

ヨLⅢお～Ⅳ‐2

154 比希 碑 底 p 己管 層 3匹 残局 Xl 1/1)ナ デ 七較的高い高台。尾上 I‐3～ Ⅲ■～2 t2世紀後半 ～ 13世紀前半

155 比器椀底部 己含層6区 底径4 妄高07 υ卜
'体

抑illH壁 れ`明、いいアフ

156 比器 秘 底 沖 己曾 層 3区 底 後 3 灰局 lZ 俳 ユビオサエ+ナ デ 氏い逆台形高台。見込み IfHく 粗い半行 ミ

ガキ^屏 卜Ⅲ4～ W_2

13世紀 中～13世紀後半

157 比器椀底部 己含層 3区 底径4 蔑局09 (外 ,

`丙

調整小明

調整末 HH

星4ヒ した 局 育 。 見 込 み 太 く杷 い ラ セ ン ミ

ガキ _膠 卜πa～ W_2

15tj 比希 拠 底 部 己含 ザ曽Xυ区 底径 b

底径5

底径5

残局 ■3 鉢 ナ デ BHく 踏ん張る厚みのある高含。尾上Ⅱ3 [2世紀後半～13世紀 HJ半

159 比器椀底部 己含層 8区 残局14 卿
航

調 蟹 小 IIB、 ほ 辞 ナ テ

調 整 木 RH

比希 碗 底 部 赳曾 ′曽5区 蔑高 11 い )ヨ コナデ ETヒ した高台。尾上Ⅲお～Ⅳツ 13世紀 中～ 13世紀後半

比器椀底部 ]含層2区 底径3 残局 07
見込み太 く粗い平行 ミガキ。尾上皿3～

3世相 甲 ～ 13世相 後 キ

見器 擁 底 部 団含 盾 6匹 底 佳 4 残局 05 匡台形高台。見込み細 く粗い平行 ミガ t3世紀中～13世紀後半

163 瓦器掘底部 包含層 6区 底径 3 曳高07 卿
〔

体部ユ ビオサエ十ヨヨナデ 邑4ヒ した局台。尾上 皿 3～ Ⅳワ

164 比器 皿 団曾 層 5匹 兵局 16 幹り口豚部ヨコナア、朦船ユヒオサ

ナデ

中世

Ltt」 ll 包含層 7EXl 曳肩 12 僻 )口縁部 ヨヨナデ、底部ユビオサエ■

ナデ

13世紀

166 兄器皿 包含層8区 1/1)口 縁部 ヨヨナデ、ほ部ユビオサエ十

ナデ

荒みの ある底部 との境 に稜 を娠 し外上ア 13世相

167 叱希Ш ∃含層8匹 勇局 10 t7r,国 稼辞ヨコナア、底部ユビオサエ+

ナデ 5口縁部で、端部丸 く納める。粗 く太ヽ

13世紀後半

168 町希 桝 」管層う匹 勇局 ZZ い
ガ

口縁部 ヨヨナデ、底部ユ ビオサエ+ 本部外面ユビオサエで、高台付かす、逆 3世紀末 ～14世紀初

169 囁器皿 己含層 8魅 費高 11 ω

ガ

偽

口縁部 ヨヨナデ、原部ユ ビオサエ+ 十底 か ら屈出 して外上万 にのび、瑞部 旧

170 蛇器皿 己含層6区 妄局25 t/1'口 縁郡ヨコナデ、朦辞ユビオサエ+

ナデ

本部 外 向 ユ ビオ サ エ 。 遇 1ヒ した拠 /JIら Ш 14世紀後半

嗜器 皿 己含 層 3凶 6 環局 11 t71,日 稼部ヨコケデ、底郡ユヒオサエ

ナデ

子底 か ら届 曲 して外上方 にのび、端部は B口 相 本 ～ 14口癌 4/」

軋器 拠 己合層3区 残高28 171)口 縁部ヨヨナデ、底部ユビオサエ+

ナデ

本部外面ユ ビオサエの まま。炭系吸看起 B世紀後半

見器椀底部 己含層 4送 7 残高15 鉛 ,高台ヨヨナデ、厩部ナデ 阜みの ある安定 した措 ん張 る局台。尾■

上F「Htt」 L 己曾 層 1区 妄涯乳υイ 13世紀

175 上帥器皿 己含層 7区 残高 16 鉛 )口縁部 ヨコナデ、底部ユ ビオサエ B世紀

176 上FTHttuL 己曾 層 Z匹 妄局 ■0 t/1・ ,日稼部ココゲア、朦紳ユヒオサエ+
ナデ

」豚 部 控 く7rり 田 け 13世紀

上H甲希411 己含層7区 残高 17 1/1)口 縁部ヨヨナデ、底部ユビオサエ十

ナデ

13世紀

178 上目m器皿 己含層 10区 7 υ籾 口縁部ヨヨナデ、底部ナデ 子みの ある希壁。 [3世紀

179 上目甲希 皿 団含 層 3区 瞬局 16 晶みの ある底部 に端部丸 く柊 わ る口縁 t4世紀

180 上帥器皿 目含層 10区 7 究高 11 幹
'口

縁部ヨコナテ、底部ユビオサエ 早みの ある底部か ら外反気味 に立 ろ上 カ [3世紀

比器 人 第 脚 イ 団 t年

'曽

6区 キ世

比器火鉢脚 ? 己含層 5区 ギTE

只思 器 称 舅 ヨ含層 12区 莞高 29〔 υⅢ) 回 転 ナ デ 立ち上が り短 く内傾 す る。阿邑 Ⅱ3～

負恵器杯身 ]含層26区 妄局33 υ卜,四豚中凹
“
アア、いい凹必ヘフク

リ

う世 祀 後 キ ～ 禾
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負恵器杯身 包含層 13～15 莞高30 lpl)口 縁部回転ナデ、体部回転ヘラケヌ

リ

立 ち上 が り短 く内傾 す る。陶邑 Ⅱ‐3～

員思 希 TIN身 目含 層 26区 売局 29 t71'口 縁部回転ナデ、体訃部回転ヘラケ
ズリ

立ち上がり短く7H傾する。陶邑Ⅱ5。 地 紀末

貝思 希 称 身 」営 盾 ユZ区 9見 局Zユ t/1'口 稼郡回欲ナア 辿 祀 禾

221 貝忌希4/h身 団含層 14区 勇高22 鉛 ,口縁部回転ナデ 立ち上が り短 く肉傾 す る。阿邑 Ⅱも。 3世紀末

222 員恵器杯身 己含層 12区 曳局 lも t/r,口 稼部回転ケケ う世 相 禾

223 負忠希称身 己含 層 23区 1/r,回 縁部回転ナデ 正ち上が り短 く肉傾 す る。阿邑 Ⅱお～

224 員恵器杯身 己含層 18区 残高22 1/1・ )回縁部回転 ナデ

イ丙ヽ面経十ギ

」稼瑞郡のヱ ろ上 /91り の湘冽 唄同。阿 E
I襦

r口超 初

Z25 貝忠 希 称 身 己含 層 Z6区 勇局 25 υ籾 口稼部回転ナデ 匹 |ハ」の写形にゆるやかに外皮するE
矛部  輸 畠 W_1～ ,

7世紀末 ～8世紀 中

226 員悪希杯身 己含層 23区 7 費高36 鉛 )口縁部回転 ナデ Ⅲ反する四謬櫛。円己 IV→

ZZ7 貝息 希 TTh身 己含 層  ツ 妄局 4ユ υ切 口稼郡回転ケテ ゆるやかに外反す る口縁部。阿邑Ⅳ。 '世紀末～8世紀末

228 負恵器杯身 ? 己含層 26区 底径 9 暁高 19 191・ )体部回転ナデ、履部 ナデ 側E31V望
'世

紀 禾

ZZυ 貝忠 器 称 身 己含 層 19睦 勇局 38 幹 ,体郡郡回転ナテ

`内

Ⅲ同録チデ

匹 |ハ」の7形にゆるやかに外反するE
矛部 _陶 畠 W_1～ ,

'世紀末～8世紀 甲

230 員恵器杯身 己含層 19区 受高28 鉢 ,口縁部回転ナデ

`丙

ヽ同素子ギ

Ⅲ反する国縁部。陶邑Ⅳ■～2 ′
世 相 木 ～もIE紹 甲

貝息 希 称 身 己含 層 18胚 底 佳 8 Ψドノ画面印凹TAフ ア、應いアフ ハ」の写形に島台がつく。阿邑Ⅳ2～

232 負恵器杯身 己含層 26区 底径9J 暁高 10 鉢 ,同台部回転ナデ

`丙

ヽ同競十ギ

」の字形に高台がつく。陶邑Ⅳ2～ 世紀前～後半

Z33 貝息 希 称 身 己官 層 15区 朦 T 環局 33 ワ「ノロ盤φ凹蓼 フア、広いフフ ハ」の写形に局台がつく。阿己Ⅳ9～

234 貞恵器杯 身 己含層 25区 費高47 鉢 ,回転ナデ

`丙

ヽ同蘇十ギ
」の写形に高台がつく。陶邑Ⅳ‐2～ 世 紀前 ～後半

Z35 貝思 希 称 身 己曾 盾 Z3区 ほ 俺 υl 環局 Z0 く外,回柩ケテ

`内

Ⅲ同転ナデ

ハ」の写形に局含がつく。阿己Ⅳ‐2～

236 員思器杯 身 己含層 23∠ 底?

101

底径 9」

底径9J

底径9

責高 16 い ,回転ナデ
イ肉ヽ同競十ギ

」の写形に高台がつく。陶邑Ⅳ‐2～ 魅 紀前 ～後半

貝思 器 称 身 赳曾 層 Z6区 9民 局Iυ t7r,回 転ケテ 十ハ 」 の 子 形 に 局 含 が つ く。 阿 邑 Ⅳ2～

238 員悪器称 身 己含層 22区 妄高 13 幹 ,回転ナデ

`丙

ヽ同謙+ギ
」の子形に高台がつく。阿邑Ⅳ‐2～

'暫
相 同U～ 僚 千

員思 希 T4N身 赳曾 盾 ZZ匹 |ハ」の子形の局含外瑞向につ く。阿Ё

240 貝思器杯 身 己含層 17区 底ぞ

聾
底e

出
底ぞ

妄高 11 (グト,尚百静回路 アア、lBInァ ァ |ハ」の字形の高含外端面につく。阿己

貝思 希 TIN身 赳曾 サ曽Z3匹 員局 Zυ υ籾 回転ケデ α立する局育外瑞 Elに つ く。阿邑Ⅳヽ一

242 員思希杯 身 己含層 26区 賃高 17 (外 ,回転 ナデ 巨立する高台外瑞面につく。阿邑Ⅳお～

貝恩 喬 TIN身 赳宮 層 Z3区 應 倫 υJ 民局 35 t/1り 体沖都回転ヘフグスリ、局百部回転

ナデ

αヱする局育外瑞回につ く。阿邑Ⅳ弓～

244 負忌器杯身 己含層 26区 底径 7 暁高08 (外 ,回転 ナデ

`丙

ヽ同禁 ナギ

壁豆する局百外瑞国につ く。PrJ邑 lvぉ ～
'世

相 甲 ～ 本

貝患 器 称 身 己含 層 Z6区 ルミT ,髭 局16 υ洵 回転ナテ

`内

)同転ナデ

g立する局含外瑞向につく。阿邑Ⅳ弔～

員思器杯蓋 己含層 23区 甍高 41 ω )天丼部回転ヘ ラケズ リ十回転 ナデ 〔井部からの稜は管略 してほとんど消

(、 口縁端部内面の内傾する段がかるう

煙 相 甲 ～ 僚

247 員忌器林蓋 己含 層 18区 妄局16 t71,大 升部回転ヘラケスリ十回転ナテ J撼茄いり四1唄 つ0口 t/J名 頻イよ認のうコ

ド、★,く 終 えている^陶畠 ■4～ 5

248 員恵器杯蓋 己含層 26EXl 夷局 35 い ,大升♪禾調整十四継ヘフグス ツ十ロ

転ナデ

代汗 翠 か凡 み を もつ 小 型 の 希 。 円 邑 」お 世粗 初

249 負恵器杯畜 己含層 23壁 残高 21 い ,回転ナデ
イ丙ヽ同H/チギ

ヨ縁端部丸 み をもつ。陶邑 Ⅱる～6

Zotj 貝思 希 称 霊 己笛 層 12区 ε民局ユυ t7r,大 牙♪回転ヘフケスリ十回転ナテ

蛇く終 わ る。陶邑 Ⅱ‐5 '世
粗 示

負恵器林議 目含層 14区 8 晩高 15 (外 )天升訃回転ヘ ラケズ リ十回転 ナデ ヨ縁部内面のカエ リは端部 よ りも下万 に 世紀前半

Zざと 貝患 希 TT・ 識 己含 層 14区 兵局 16 t7r,大 オnナア十回転ナテ

イ内)同転ナデ+チ デ

ヨ稼瑞部はゆるやかに四万へ屈田する。

何邑Ⅳワ

負恵器杯蓋 己含層 23送 残高09 勢 ,回転ナデ
イ丙ヽ同鏃+ギ

常部で屈曲して稜をなす。Ⅳお～4

Zう4 員思 希 称 蓋 己含 層 Z6区 ε踊局 ユ3 t7r,回 名ナア コ稼瑞辞 はゆ るやかに困万へ屈囲す る。

釘邑 Ⅳ認

員思器林蓋 己含層 12∠ 妄高07 勢 )天升部 ナデ十回転 ナデ 常部で屈曲 して稜 をなす。 Ⅳお～4

員思 希 TIN蓋 」含層lZ区 妄局 りも0 t71・ ,回%ナ ア 需部で屈田して稜をなす。IWお～4

買恵器 TTh蓋 己含層26LX 妄高 14 ω )回転ナデ

イ丙ヽ同LTチギ

精部 で屈 曲 して稜 をなす。 Ⅳお～4

貝思 希 称 蓋 赳省 層 lZ区 妄停乳1う0 鉛 ,大牙部回転ヘラタス リ十回転ケテ ヨ稼瑞辞はゆるやかに四万へ屈田する。
衛昌 Wワ

259 負恵器杯蓋 己含層 26区 妄高 17 い ,大升部回転ヘラケズリ十回転ナデ う写状の カーブを呈 し、端部が下方 に屈

貝思 希 TIN蓋 己御 曽Zう 匹 妄拝乳11 t7r,大 汗部回転ヘラグスリ十回審ナテ ι写状の カーフをユ し、端部が い万 に屈

色。陶邑 ⅣB
負恵器称蓋 己含層 25送 妄語託16 い ,大升部回転ヘラケズリ十回転ナデ う字状の カーブを呈 し、端部が下方 に屈
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Zdと 只思 希 T/1釜 」御 曽23区 勇局 15 r世紀 後 十

263 喪恵器杯蓋 ]含層 14区 妄高 145 υ洵 回転ナデ

イ肉】同鎌チギ
高半 な検宝珠状つ まみ。陶邑 Ⅳ望 〕世紀末

只思 喬 称 蓋 」曾 層 Z3区 妄局 13 171・ )回転ナデ r世 紀 彼 十

265 負恵器杯蓋 ]含層 18区 語半 な機宝珠状つ まみ。阿邑 Ⅳ 4 1世紀禾

戻恵器高杯脚部 ヨ含層 22区 底径9 咲肩23 (外 )回転 ナデ 瑞部外方 に屈曲 し、下方 に曲が るが投 に
'世

紀初

267 娯忠希局TT ヨ含層18区 嫉 径 7‖ 妄局 16 υコ 回転ナデ

`内

)同転ナデ
鴇静 ド万 に屈 田、撰 をなす。阿邑 」‐6

′
世 紀 771

268 負思器高杯脚部 ]含層25区 曳高 445 ω )回転 ナデ

`丙

ゝ同 a7‐ 十デ

1投短脚の長方形透 か し窓。阿邑 IB～ 5 i世紀後半～6世紀初

269 貝思 希 局 TIN脚 ]t=帰章15ワζ 環洋も51 υり 回転ナテ 昆万 形 透 か し窓 を二 万 同 に段 を解 す る。

演恵器 はそ う ヨ含層23区 暁高 275 俳 )回転 ナデ

イ丙】同ar十 ギ

縣形の体部の肩に沈線、一部刺突文

(?Ⅲ 残る^陶畠 I
)世紀 前～7世紀初

Z71 只息 希 重 肩 部 ]含層 Z6区 体船編

大俗

環局 4ユ υ刊 回転ナテ

`内

】同蘇ナギ

目の張 る壷 。 円 邑 Ⅳ■
′
世 れ 不 ～ 8世祀 本

買恵器琵ほ部 己含層 26区 ほ 佳 υl 暁高21 鉛 )高台部回転 ナデ、底部回転 ケズ リ 平らに近い底部の端 に人の字形の高台 を ,世 紀前～中

273 察息希短顎壺口

俣

己含層 23区 妄島 14 υ籾 回転ナテ Qく 直立す る短頸豆。阿邑 Ⅳワ～4

'世

紀 雨 ～ 8世紀 禾

274 戻恵器甕 国縁 己含層26EXl 17 費高41 (外 ,回転ナデ 舛反する口頸部は端部から外方へ屈曲し ,世紀前一中

察息希費口稼 兵局 6Z υ〕 回転ナデ

`内

)回転ナデ
冷反する口豚瑞部が上に向をなす。阿Ё

Ⅳ■～4

世粗示 ～8世紀僚

276 土師器羽釜 国縁 己含層 21区 17 残高37 僻 )ヨ ヨナデ 口縁端部短 く折 り曲げ る羽釜 14後 半

土帥 希 羽 釜 己含 層 26区 勢 窄 兵畠 35 υリ ヨコナア、体學ケスリ 能い 小 汁 の 鍔 つ く羽 釜 。 6世紀 Y

278 土師器羽釜 己含層22区 鋳 ぞ 残高49 僻 )ヨ ヨナデ 則 Clす る日縁部に水平の鍔 がつ く 14世紀後半

上帥 希 拠 口稼 甜 己t=′ 曽17鬱生 環昌 Z7 υ洵 ヨコナテ

毘器履部 己含層 17区 底径 6 茂高20 171)体 部 ヨコナデ十高台部 ヨコナデ十厖

部ナデ

七較的膏 い高台。尾上 Ⅱ弓～ Ⅳ?

とBV喬饗 ? 己含層 13区 17 妄局30

残高27

υ籾 口縁部ヨコナテ

吼希 郊 己含層 15区 1/1・ )回縁部 ヨコナデ

“

世

叱器 硯 己含 層 16区 妄局 41 (外 ,口縁部ヨヨナテ ,世

昆器椀 己含層21区 残高34 (外 )口縁部 ヨコナデ 早みの ある器壁。 HI世

比希 掘 己含 層 12墜 環局 4ユ 幹
'口

稼部ヨヨナデ十体郡ナデ 再外 向 を密 にヘ ラ ミガキ。反素吸看小寸 ギ世

288 昆器椀 己含層 14区 残高32 鉛 ,日縁部ヨコナデ十体部ナデ ヨ縁端部内面 に沈繰状の もの残 る。 中世

289 町希 例 己含 層 18区 残局 35 周蟹 小 明 〒世

見器椀 己含層 21区 残高21 僻 )口縁部 ヨコナデ十体訃ユ ビオサエ十

オデ

句面 Hlい ヘ ラ ミガキ。体部外面ユ ビオリ 13世紀前半

比器椀 己含層 18区 残島32 t/1)口 稼部ヨコナデ十体部ユピオサエ 肉外 由ヘ ラ ミガキ。厚 い器壁。尾上 ⅡB 12世紀後半 ～13世紀 77J

町希 掬 赳旬 曽lb区 晩高32 い )口縁部 ヨヨナデ十体部ユ ビオサエ 司回 租 い ヘ フ ミカ 十 、 体 郡 外 国 ユ ヒオ フ 3世紀前半

293 比器椀ほ部 己含層 15区 底径5 妄局175 1/1,体 部ユビオサエ、局台部ナテ
ヨ ト,a～ ml～ ,

12世紀後キ ～13世紀 Hllキ

毘器椀底部 赳御 曽 lZ・ 13 底径 7! 残高 17 171)体 部ユ ビオサエ、高台部ナデ 剛 6し た 局 百 。 尾 上 皿お～ lV Z 13世紀 中～13世紀後半

295 比器擁底部 底 径 5 妄局10 υ洵 ナデ

イ内】ナデ
見込み密 に半行 ミカキ。厚みのある局

含.尾 LⅡ お～ Ⅲ■～2

昆器椀底部 己含層26区 底径5 践高08 俳 )高台部 ヨコナデ 内面 ミガキ。三角高台。見込みに太 く鳩

ぃ平行 ミガキ^匡 卜■■～ 冊コ～2

12世紀後半

297 比器 碗 底 部 己含 層 18区 底 佳 7 環局 14 い
'局

育部ヨヨナテ、ほ謝ユビオサエ 早みの ある安定 した局含。尾上 ■ 3～ 皿 12世紀後半～13世粗雨キ

昆器椀底部 己含層 17区 底径 5 院高 10 (外 )高台部 ヨコナデ、底部ナデ たく安定 した踏ん張 る高台。尾上 13～
RT_1～ ″

[Zビ潤僚キ～ 13同∬千

299 比器椀底部 底 径 6 残局 14 υ慟 局含罰
'ヨ

ヨナテ、底部ナデ 島合は賓冠 した踏ん張 る。見込みに太ヤ

子行 ミガキ^尾 卜Ⅱ‐3～ Ⅲ■～2

300 毘器椀底部 己含層 13区 底径 5 残高 13 (外 )高台部 ヨコナデ、底部ナデ 早みの ある安定 した高台。尾上 ■ 3～ Ⅱ 〔れ 相 僚 キ ～ 13世相 同U十

比器 擁 底 部 己含 層 18区 朦 径 7 瞬局 13 (外 ,局含部ヨコナデ、ほ部ナデ

302 瓦器椀底部 記含層 17区 底雀5 残高 155 (外 )調整不明

`丙

ヽ語態ス HH

厚みの ある安定 した高台。尾上 Ⅱ 3年 Ⅱ 12世紀後半～ 13世紀前半

303 比希 榔 底 郡 己含 層 12凶 は後4 残局 07 (外 ,局 含 部 ヨコ ナ デ 、朦 部 ナ デ [3世紀 甲 ～ 13世祀 後 キ

304 EL器椀底部 己含盾 23区 底径 7 蔑高08 (外 )高台部 ヨコナデ、医部ナデ 晶みの ある安定 した高台。尾上 ■ 3～ Ⅲ 〔独 相 僚 十
~13Ⅱ

雇 日V十

tt希拠 底 部 湮E含層 ZI必 ほ径4 瞬局 12 υ籾 局含部ヨコナデ、ほ部ナデ 甲世

306 昆器椀医部 己含層 23区 底径3 残高085 (外 )高台部 ヨコナデ、底部ナデ 畳い三角高台。尾上 Ⅳ■～Ⅳワ 13世紀中～13世紀後半

307 比器 猟 ほ 翠 ほ俺4 残局 11 (外

'局
含部 ヨヨナテ、体郡ユ ビオサエ、

氏部ナデ

こ1と した島台 c [3世相 甲 ～ 13世祀 彼 キ
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吼希 拠 底 帥 己管 層 ZZ区 底 後 5 妄局 08 (外 ,局育部 ヨコナデ、底部 ナデ 省土 Xutの涙跡 を歿す高台。見込みに太 く

lEIい ラヤ ン さヂキ

13世紀 中～13世紀後半

309 比希 皿 己含層 21区 残高 17 (外 )口縁部 ヨコナデ、底部 ナデ 十Xか ら屈 田 して外 上 万 に の ひ る比 卿 lH世

昆器皿 赳曾 層 18区 (外

'口
稼 部 ヨ ヨ ナ デ 、底 部 ユ ビオ サ エ 十底から屈出 して外上方にのびる比畷胚

軍手の器。見込みに太 く粗い平行 ミガ

中世

比器皿 己含層 11区 残高 13 い 口継 船 ヨ ヨ ナ デ 、底 齢 ユ ヒオ サ エ 氏翠 が 回 稼 辞 まで な た らか に の ひ る。 謝 t3世紀後半

吼希 ■L 巨巳奮 盾 ZI区 (外 , 口縁部 ヨヨナデ、底 部ユ ビオサエ 乾みのある底部から口縁部が外反する形 中世

比器■L 己含層 18区 7 院高 12 (外 )口縁部 ヨコナデ、底部ユ ビオサエ 事い器壁。丸みのあるほ罰
'か

ら口縁部が

■反する形でのびる。底部との境に稜を

14世紀

比希 皿 己含 層 12区 残高10 鉛
'口

稼部ヨヨナデ、属部ユビオサエ t4世相

比器椀 己含層 19区 残局 Z0 幹 ,調整4ヽ明

`内

)謂愁不BR

Ⅲ薗ユ ビオサエの まま、肉曲粗 い ミガ 14世紀

とRT希皿 己曾 層 16区 妄局35 鉛 ,国縁部ヨヨナデ、底部ユビオサエ t殺ナデ 甲世

比器椀底部 己含層 16区 底径 7 残高09 甲世

比希 碑 己曾 層 18区 妄局 1 幹 ,国縁部ヨヨナデ、体部ユビオサエ 勺面粗い ミガキ T世

上帥器皿 己含層 15区 7 院高 13 υ洵 ケア lH世

上RW希4L 己含 層 19区 環局 1 幹 ,回縁部ヨヨナデ、底部ユビオサエ 早い底部か ら外斜方 にのび る日縁部 中世

ミ色土器椀 己含層 18区 院高22 鉛 )調整不明 向黒

吼希 碗 ほ 酔 己含 層 26区 底 径 7 環局 1 鉛 ,局含部分ヨコナデ 阜みの ある安定 した踏 ん張 る
gw含

中世

323 ヨ磁椀口縁部 己含層 17区 院高20 見F駒窯米国ほ猟Ⅳ laタ イプ。 t2世紀 HIキ。

言磁 拠 己t=産ヨ13区 嘱局 38 茨射状 に刻緑 を入れた後 、山形 に先尖 り t4世潤 僚 千 ～ 1うH相 同u

ヨ磁椀 己含層23区 歿局 44 ヨ稼瑞部/1・反するV無またはⅧ類の擁。 [2世紀代

326 ヨほつ嘔底 Iお 己含 層 26区 底径5 擬局 1 昆関碗窯系 日磁椀 Ⅳ暴 2類。 3ば相弟l四十期

327 上帥質甕底部 己含層 14区 涯夏宅 院高51 ω )IPl整不 明

r丙、調魃ス HFI

328 只息 希 節 己含 層 26区 坂畠 31 1/1,回 転ナデ

`丙

)同巌チデ

ヨ縁端部が上下に拡張する鉢 [2世紀末～ 13世紀初

329 買恵器鉢 己含層 22区 残高43 彿 )回転 ナデ

3tj」 只思 器 恥 身 ιZ区 衣 土 硯 辰局 1 t/1,回 転ナテ

`肉

Ⅲ同競チデ
盟ち上が り短 く内傾す る。阿邑 Ⅱ毛～ 煙 超 僚 十 ～ 本

負恵器杯身 】6区 撹 乱 表

十

残高38 俳 )体部回転 ナデ、底部ヘ ラケズ リ

Ъ_陶畠 W_4 '世

紀不

3tjう 貝思希TTN身 ツ匹  表 上 堀 反局 1 t/1・ ,回転ナデ

`内

ヽ同巖ナデ
負忘器議 ,6区 撹 乱 晟

十

残高 10 υ慟 回転ナデ ち.F林の カーフを呈 し、瑞部 が 卜万 に屈

h^臨 畠 w_R

貝思 器 局 TTN ′Z区 表 土 硯 凝局 38 t/1'口 縁部回転ナデ、体部ヘラケズリ Ⅲ反する浅い17h部外面に曲線。阿邑Ⅱ■ 煙 相 同U～ 甲

貫思器底部 】6区 撹乱表

■

底径4.

底径5

蔑高09 (外 ,回転ナデ

r丙 、画鉄+ギ
員思 希 底 温 ′3区 表 上 硯 環局 Z3 t71・ ,回転ナデ

`内

】同鎌ナデ
ヨ然糊付看

390 貞恵器弩頸部 2区 表 土 撹

町

残高87 鉢 ,体部回転ナデ+ケズリ 再Hl目 然/RH付言。口稼辞71・ 向半行ダタ帯 レ世 祀 後 キ

貝思 番 弩 ′1区 硯 古し森 ルミt 妄局 44 (71・ ,体訃 タダキメ 丹向自然粕付看

392 杉象垣輪 7 4区 撹乱表

+
(外 )縦ハ ケメ UfElに 教 含猿

上H甲器男剪笠 狙区  視 古し療 環局 46 υ籾 口稼郡ヨヨナテ

イ内】□縁銘ョョナデ

ヨ縁部窓 折 り出げる羽釜 [4世紀後半

394 上BI希羽釜 区２

　
　
叶

表土撹 残高37 鉛 )口縁部 ヨヨナデ、体部ユビオサエ→

ナデ

J稼部 短 く弥 り田 け る羽 金 14世刑 後 十

上即 召謝期金 口溜

電

ワ区  衰 土 視

剣

妄高31 17r,口 縁部ヨコナデ、体部ユビオサエ寸

ナデ

ヨ縁部短 く祈 り曲 げる羽釜 [4世紀後半

嗜希 皿 ツ区  表 土 硯

嘲

環局 1鉦 t7r,口 縁部ヨヨナデ、底部ユビオサエ寸

ナデ
氏部 か らやや丸み をもって日縁部 までを 14世紀

蛇器皿 」6区 撹吾L表
と

曳√託1イ 卿
ｍ

口稼部 ヨコケテ
ナデ

再外向を密にヘラミガキ懸訃か らやや渕

夕をもって回縁部までなだらかにつづ

14世紀

・―
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土錘

挿図番号 材質 出土個所

法   量     (cm oα )

残存状態長 さ 最大省 孔径 重量 備 考

62 土師質 井戸123 2 741 大型管状土錘・弥生

63 土師質 井戸123 大型管状上錘・弥生

190 土師質 包含層9区 4 3 1 大型管状土錘・弥生

土師質 包含層5区 7 両端有孔土錘・古墳

192 土師質 ヨ含層4区 4 045～ 05 まぼ完形 小型管状土錘・中世

193 上師質 ヨ合層4区 1 まぽ完形 小型管状土錘 。中世

194 と師質 己合層6区 4 0 4」 定形 小型管状土錘・中世

195 と師質 己含層11区 4 03～ 03 2‖ よぼ完形 小型管状土錘・中世

196 L師質 己含層6区 3, 毛形 Jヽ型管状土錘・中世

197 と師質 邑合層5区 4 1 3」 小型管状土錘・中世

198 と師質 邑含層5区 コ 11 51 まぽ完形 卜型管状土錘 。中世

1〔X9 と師質 ヨ含層10区 1 卜型管状土錘・中世

200 と師質 ヨ合層9区 3 11 3」 よヽ型管状土錘 。中世

201 と師質 こ含層7区 1 小型管状土錘・中世

202 と師質 ヨ含層10区 3 毛形 卜型管状土錘 。中世

203 と師質 己含層5区 3 035-0 い型管状土錘 。中世

204 と師質 包含層5区 2 1! 035-0 小型管状土錘 。中世

205 と師質 こ含層6区 3 04～ 04 まぽ完形 小型管状土錘 。中世

206 と師質 己合層6区 31 04～ 04 2 まぽ完形 小型管状土錘 。中世

207 と師質 己含層■区 α 1コ 完形 小型管状土錘 。中世

208 と師質 己含層10区 21 0 1 小型管状土錘 。中世

342 と師質 ]含層23区 4 小型管状土錘・中世

343 と師質 己含層21区 まぽ完形 小型管状土錘・中世

344 と師質 ≧含層21区 l 小型管状土錘 。中世

345 砥質 ]合層26区 11, 完形 小型管状土錘・中世

346 上師質 己含目 15区 1 05～ 0 まぽ完形 小型管状土錘 。中世

347 上師質 己含層12～13区 1 小型管状土錘・中世

348 と師質 己含層26区 定形 小型管状土錘・中世

349 上師質 己合層21区 4 完形 小型管状土錘・中世

上師質 己含層22区 1 完形 小型管状上錘 。中世

上師質 色含層18区 1. 035～ 0 完形 小型管状土錘 。中世

352 とHT質 邑合層23区 1 ほぼ完形 小型管状土錘 。中世

353 と師質 邑合層22区 3 1 5 lLはつぶれている 小型管状土錘 。中世

354 と師質 己合層17区 4 4 完形 小型管状土錘 。中世

355 上師質 己合層21区 3 ほぼ完形 小型管状土錘 。中世

356 と師質 邑含層21区 3 1 4 完形 小型管状土錘 。中世

357 と師質 ヨ合層21区 3 1 3 ほぼ完形 小型管状土錘 。中世

358 と師質 ヨ合層12～13区 3 1 小型管状土錘 。中世

359 と師質 包含層21区 1 035～ 0 走形 小型管状土錘・中世

360 と師質 己含層12～13区 3 1 035´ヤ0 3 小型管状土錘・中世

と師質 色含層21区 1 ほぼ完形 小型管状土錘 。中世

362 上師質 色含層 17区 3 035-0 小型管状土錘・中世

3鶴 と師質 包合層21区 小型管状土錘・中世

364 と師質 己含層21区 1 小型管状土錘 。中世

365 と師質 ヨ含層23区 1 045´�0 ほぼ完形 小型管状土錘 。中世

366 と師質 色含層21区 3 1 完形 小型管状土錘・中世

367 と師質 己含層21区 3 1 035´ψ0 小型管状土錘 。中世

368 と師質 己合層21区 2 小型管状土錘 。中世

369 と師質 色合層 17区 3 03～ 03 3 ほぼ完形 小型管状土錘 。中世

370 と師質 己含層21区 3 3 小型管状土錘・中世

と師質 己合層12～ 13区 4 1 04～ OF 4 ほぼ完形 小型管状土錘・中世

372 と師質 色含層26区 I 03～ 031 3 小型管状土錘 。中世

373 と師質 色含層 15区 3 I 2 小型管状土錘 。中世
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374 土師質 包含層21区 035～ 0 まぱ完形 小型管状土錘・中世

375 上師質 ヨ含層21区 去 小型管状土錘 。中世

376 上師質 己含層23区 1 小型管状土錘 。中世

377 と師質 己含層14区 毛形 小型管状土錘・中世

378 と師質 己含層22区 0 ユ 小型管状土錘・中世

379 と師質 ヨ含層26区 0 0 2 まぽ完形 小型管状土錘 。中世

380 と師質 己含層14区 1 毛形 小型管状土錘・中世

と師質 己含層12～ 13区 0 1 小型管状土錘 。中世

382 と師質 包含層12～13区 51 毛形 小型管状土錘 。中世

398 と師質 覚乱表土層26区 5 老形 Jヽ型管状土錘 。中～近世

399 と師質 党乱表土層26区 41 1 定形 Jヽ型管状土錘 。中～近世

400 と師質 非土層22区 4 1 まイ翼完形 小型管状土錘・中～近世

401 と師質 非土層22区 4 完形 小型管状土錘・中～近世

402 と師質 弁土撹乱層22区 4 まぼ完形 小型管状土錘・中～近世

403 と師質 弁土層22区 035々-0 完形 小型管状土錘・中～近世

404 上師質 境乱表土層23区 3 1 035´‐0 小型管状土錘・中～近世

405 と師質 撹乱表土層26区 0 2 ほぼ完形 小型管状土錘 。中～近世

406 と師質 隣土層22区 0 ほぼ完形 小型管状土錘・中～近世

407 と師質 隣土層22区 3 l 035～ 0 小型管状土錘 。中～近世

408 と師質 隣土層22区 l 小型管状土錘 。中～近世

409 と師質 覚乱表上層■区 4 小型管状土錘 。中～近世

蛸重

図
号

挿
呑 材質 出土個所

(cm)

残存状態 備  考口径 残存高

3 土師質 ピット18 究成やや不良 砲弾形真蛸壷 中世

5 土師質 ピット43 先成やや不良 砲弾形真蛸壷 。中世

土師質 ピット126 完成やや不良 咆弾形真蛸重・中世

土師質 井戸2 砲弾形真蛸壼・中世

74 土師質 土拡66 8を 砲弾形真蛸壷・中世

土師質 土拡66 5を 砲弾形真蛸重・中世

土師質 土拡66 砲弾形真蛸壷・中世

土師質 土拡66 砲弾形真蛸壷・中世

土師質 土拡66 砲弾形真蛸壷・中世

須恵器 土拡198 6ィ 免成不良 鐸形飯蛸壷・古墳後期以降

須恵器 包含層7区 コップ形飯蛸壷・弥生中～古墳前

上師質 包合層 5区 4 4ィ 究成やや不良 酵形飯蛸壷・古墳後期以降

土師器 包含層7区 畢形飯蛸芝・古墳後期以降

183 須恵器 包合層 6区 4ィ 軍形飯蛸壷・古墳後期以降

煩恵器」 包合層10区 畢形飯蛸壷・古墳後期以降

頂恵器 包合層 8区 零形飯蛸壷・古墳後期以降

186 煩恵器 包含層7区 零形飯蛸壷・古墳後期以降

187 土師質 包含層10区 包弾形真蛸壷

と師器 包含層26区 4 畢形飯蛸壷・古墳後期以降

と師器 包合層25区 24 畢形飯蛸壷・古墳後期以降

と師質 包含層26区 4 統成やや不良 零形飯蛸壷・古墳後期以降

と師器 包含層18区 畢形飯蛸壷 古墳後期以降

買恵器 包含層23区 3 畢形飯蛸壷・古墳後期以降

買恵器 包含層16区 零形飯蛸壷・古墳後期以降

買恵器 包含層23区 8ィ 軍形飯蛸重 古墳後期以降

と師器 包合層17区 包弾形冥蛸壷 中世

と師器 包含層19区 7 包弾形真蛸重 中世

と師器 包含層16区 包弾形真蛸壷 。中世

340 上師器 包含層17区 包弾形真蛸重・中世

と師器 包含層17区 包弾形真蛸壷 中世
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本調査地点では小規模な建物 4・ 5を除き、その他の建物はすべて南西の調査区外へ及んでい

た。区外へ及ぶ周辺の地籍を一覧すると十一ノ坪にあたるところに「古屋垣外」、十五ノ坪にあ

たるところには「出屋敷」がある。これ以外の地籍は「浜辺」、「浜出」、「コモ渕」、「高渕」など

屋敷地の周辺といった感じである。これからみても今回検出された建物の位置は南東から北西に

拡がる旧来の屋敷地と重複する形をとっていることがわかる。この地点での生活遺構としては少

なくとも2基の井戸の出土遺物によって示されるように、11世紀末から12世紀前半あたりまで

さかのぼれる可能性がある。建物は軸方向からみてN-40° ―E前後のもの (建物 1～ 5。 柱列 1)

とN‐50° ―E前後のもの (建物 6。 柱列 2)の大きく2群に分かれるが、廃絶は一部の遺物から13

世紀頃と考えられるに過ぎない。

既に述べたように板石を立てた土坑 31よ これらの生活遺構の西を限り、十ノ坪の 1町四方を地

割りに沿って区画した位置を占め、また南北方向からみるとちょうどこの位置がTP2.5mの 変換

点にも相当し、そこより北は海浜に連なる砂堆が地山となっている。よってこの板石を屋敷地の

コーナーに据えられた区画石と考えたい。

このような地割りに従って営まれたらしい屋敷地の一画を和泉郡条里に照らしてみてみると、

調査地点は主条里の施された範囲に含まれる。ここでは真北に対してN-42.5° ―Eの方位が知られ

ているから、それによってみれば検出された建物では建物 1～ 5や柱列 1が この数値に近い。し

かし別の1群は地割りに沿わないので、あるいは条里が全体的に整合する以前のある時期の方向

にしたがった建物といえるかも知れない。また中世遺物を混入せず、須恵器のみを出上した土坑

198も 軸方向は主条里のそれとはずれている。したがって検出された建物の 1群が少なくともこ

の主条里の地割りを踏襲し、1町四方の坪の中を区画して占地されたといえそうである。

これらの建物を営んだ人々の生業の一面は漁具に示される海浜依存型の生業形態である。しか

し中世包含層に比較的多量の須恵器が含まれること、須恵器を出上した一部の上坑の存在からみ

ると、やはり古代以来模尾川や牛滝川の流域の段丘面の開発が山手側から進められてきた結果、

ついに海浜部へ達し、条里の区割りを敷延させてそこにムラを展開するようになった姿がまず想

像される。調査区の北を通る紀)H街道の発達もそれが前提にあったと思われる。

参考文献)

中世土器研究会編  『概説 中世の土器・陶磁器』1997年

藤永正明「和泉郡の条里型地割に関する問題点」

『大園遺跡発掘調査概報・ Ⅶ』大阪府孜育委員会 1982年

森浩―「飯蛸壷と須恵器生産の問題」F近畿古文化論孜』昭和38年

森浩―「漁業」F産業史』I(『体系日本史叢書」10)』 昭和42年

堅田直『春本人幡山遺跡の研究』岸和田市教育委員会 1965年

岸和国市教育委員会『吉井遺跡―都市計画道路忠岡吉井線建設に伴う発掘調査報告書』1998年
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よ 地

第 34図  明治時代の調査区周辺の地形 (編 ロトーン 調査地 )

(大 日本帝国陸地測量部 明治 18年地図に加筆 )
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